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今
回
の
徳
島
駅
伝
（
平
成
26
年
１
月
４
日

～
６
日
）
は
、
節
目
と
な
る
第
60
回
大
会
で

す
が
、
そ
れ
以
上
に
、
平
成
26
年
は
吉
野
川

市
に
と
っ
て
、
平
成
16
年
10
月
に
市
が
誕
生

し
て
丸
10
年
を
迎
え
る
、
大
き
な
節
目
の
年

と
な
り
ま
す
。

　

前
回
大
会
で
は
、
総
合
13
位
だ
っ
た
吉
野

川
チ
ー
ム
。
今
大
会
で
は
前
回
大
会
以
上
の

結
果
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

吉
野
川
市
市
制
10
周
年

を
迎
え
る
年
は
じ
め
の

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
‼

　

今
大
会
、
吉
野
川
チ
ー
ム
と
し
て
発
表
さ

れ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
男
子
選
手
27
人
（
一
般

14
人
、
中
・
高
校
生
13
人
）、
女
子
選
手
９

人
（
一
般
２
人
、
中
・
高
校
生
７
人
）。
大

会
へ
向
け
て
、
選
手
一
人
一
人
が
自
己
を
高

め
、
９
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
週
４
回
の
合

同
練
習
に
も
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

徳
島
駅
伝
当
日
は
、沿
道
か
ら
の
声
援
が
、

直
接
、
選
手
の
力
と
な
り
ま
す
の
で
、
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

郡
市
対
抗
第
60
回

徳 
島 
駅 

伝
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●問い合わせ　市生涯学習課　☎22-2271

若い力をその走りの源に！！　　中学生ランナー

鴨島第一中学校
１年

森　　隼人さん

山川中学校
３年

大倉　秀太さん

県立川島中学校
１年

橋本　有悠さん

選ばれなかった人た
ちのためにも市代表
として一生懸命頑張
りたい。

吉野川市のために、
自分のために走る！

少しでもチームに貢
献できるように頑張
りたいです。

鴨島第一中学校
２年

渡辺　騰貴さん

市立川島中学校
２年

橋本　尚斗さん

市立川島中学校
２年

飯田　未夢さん

徳島で走る最後の
レースで母を超えた
いです。

自分のベストの走り
をしてチームに貢献
できるよう全力を尽
くす！

自分の力を出し切っ
て、一生懸命頑張り
たいです。

鴨島第一中学校
３年

寿須　里空さん

鴨島第一中学校
１年

佐藤　亜美さん

自分の限界を超える
走りを頑張ります。

チームに迷惑をかけ
ないように頑張りま
す。

鴨島東中学校
３年

喜島　涼太さん

鴨島東中学校
３年

井上　　遥さん

昨年より良い記録を
出し、貢献します。

初めて選ばれたの
で、練習ではみんな
についていけるよう
に頑張りたいです。

鴨島東中学校
３年

井上　瑶貴さん

市立川島中学校
３年

前野　紘輝さん

鴨島東中学校
３年

井上　　温さん

自分のできることを
精一杯したい。

今まで支えてくれた
人に感謝して、自分
にとって最高の走り
をする！

少しでもみんなにつ
いて走れるように、
精一杯頑張ります。

城ノ内中学校
３年

原　　和輝さん

市立川島中学校
３年

後藤　結人さん

鴨島東中学校
３年

遠藤　桃菜さん

自分の区間に責任を
持ち、全力で走り抜
きます。

中学生最後の駅伝な
ので、悔いを残さず
走りたいです。

タイムをのばすこ
と、区間１位を目標
に頑張ります！

大久保キャプテンからの抱負
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受
付
場
所　

税
務
課
（
本
館
２

階
）、
支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）

※
申
告
書
が
必
要
な
方
は
、
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
納
税
義
務
者
の
方
が
死
亡
さ
れ

た
場
合

　

納
税
義
務
者
の
方
が
死
亡
さ
れ

　

会
社
や
個
人
で
工
場
・
商
店
な

ど
を
経
営
し
て
い
る
方
や
、
駐
車

場
・
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
賃
貸
し
て

い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に

用
い
る
構
築
物
・
機
械
器
具
・
備

品
な
ど
の
有
形
資
産
を
償
却
資
産

と
い
い
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
資
産

の
多
少
や
異
動
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お

け
る
資
産
の
状
況
等
に
つ
い
て
、

申
告
す
る
こ
と
が
地
方
税
法
で
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

申
告
期
間　

１
月
６
日
㈪
～
１
月

31
日
㈮

た
と
き
は
、
相
続
人
の
方
が
納
税

義
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
法
務
局
（
登
記
所
）
で
相
続

登
記
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、

相
続
人
の
代
表
者
を
決
め
て
い
た

だ
き
、
固
定
資
産
税
を
納
め
る
方

の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
届
け
出
が
な
い
場
合
、

お
よ
び
相
続
人
不
明
の
場
合
は
、

調
査
に
よ
っ
て
「
現
に
所
有
す
る

者
」
を
指
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
法
人
が
消
滅
し
た
場
合
も
、

同
様
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

●
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た

場
合

　

宅
地
課
税
さ
れ
て
い
る
土
地

は
、
そ
の
土
地
の
利
用
状
況
に

よ
っ
て
税
額
が
異
な
り
ま
す
。
店

舗
や
事
務
所
な
ど
か
ら
住
宅
に
改

築
し
た
場
合
や
、
住
宅
用
地
か
ら

住
宅
用
地
以
外
に
利
用
状
況
を
変

更
し
た
場
合
は
「
住
宅
用
地
異
動

申
告
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

　

平
成
25
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合
は
、「
家
屋
取
り
こ
わ

し
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変
更

と
な
っ
た
場
合

　

法
務
局
で
登
記
し
て
い
な
い
家

屋
の
所
有
者
が
変
更
と
な
っ
た
場

合
は
、「
納
税
義
務
者
変
更
願
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
書

類
に
は
新
旧
所
有
者
の
印
鑑
登
録

証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
へ

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
口
座
を
口

座
振
替
で
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
口
座
閉
鎖
に
よ
っ
て
口
座
振

替
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
金
融

機
関
で
口
座
振
替
変
更
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日（
賦
課
期
日
と
い
い
ま
す
）

に
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い
る
方
が
、
そ
の

固
定
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村

に
納
め
る
税
金
で
す
。

　

公
平
・
適
正
な
課
税
の
た
め
、

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
申
告
や

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
を
行
っ
て
い
る
方

は
、償
却
資
産
の
申
告
を
！

◆
次
の
よ
う
な
場
合
は

届
け
出
な
ど
が
必
要
で
す

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

◆ 償却資産の一例 ◆
飲 食 店 厨

ちゅう

房
ぼう

施設、カラオケセット、看板など

工 場 各種製造設備・受変電設備など

建 設 業 パワーショベル、ポータブル発電機など

理容業・美容業 理・美容いす、洗面設備、看板など

病 院 ベッド、手術台、各種医療装置など

小 売 店 商品陳列ケース、冷蔵庫、レジなど

農 業・ 漁 業 トラクタ、田植機、ビニールハウスなど

ア パ ー ト 経 営 アスファルト舗装、エアコン、フェンス
など

太 陽 光 発 電
太陽光パネル、架台、変電設備など
ただし、住宅等太陽光発電設備（低圧かつ10kＷ
未満）を除く。

※課税（申告）対象とならないものもあります。
　不明な場合は税務課までお問い合わせください。
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営
繕
課
（
東
館
２
階
）
ま
た
は
建

築
士
等
に
よ
る
証
明
）

②
領
収
書
等
の
写
し

③
平
面
図

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
、

一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工

事
が
行
わ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
、

翌
年
分
の
税
額
を
１
／
３
減
額

（
１
０
０
㎡
ま
で
を
限
度
）
し
ま

す
。

※
た
だ
し
、
新
築
住
宅
特
例
や
耐

震
改
修
特
例
の
対
象
年
度
は
、
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
減
額
要
件

　

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

所
在
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が

居
住
す
る
既
存
の
住
宅
（
賃
貸
住

宅
を
除
く
）

①
65
歳
以
上
の
方
②
要
介
護
認
定

ま
た
は
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て

●
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

　

平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
に
、

一
定
の
耐
震
改
修
工
事
が
行
わ
れ

た
住
宅
に
つ
い
て
、
翌
年
以
降
一

定
期
間
の
税
額
を
１
／
２
減
額

（
１
２
０
㎡
ま
で
を
限
度
）
し
ま

す
。

○
減
額
要
件

　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

所
在
す
る
既
存
の
住
宅

○
減
額
期
間

平
成
25
年
か
ら
27
年
に
工
事
完
了

【
１
年
間
】

○
耐
震
改
修
工
事
要
件

　

現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る

50
万
円
を
超
え
る
耐
震
改
修
工
事

（
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
改

修
工
事
に
係
る
契
約
が
締
結
さ
れ

た
場
合
は
30
万
円
以
上
）
で
あ
る

こ
と
。

○
減
額
申
請
手
続
き

　

減
額
を
申
請
す
る
方
は
、
次
の

関
係
書
類
を
添
え
て
改
修
工
事
後

３
カ
月
以
内
に
所
定
の
申
告
書
を

税
務
課
資
産
税
係
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

①
耐
震
基
準
適
合
証
明
書
（
建
築

い
る
方
③
障
が
い
者
の
方

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
要
件

　

次
の
改
修
工
事
で
、
補
助
金
等

を
除
く
自
己
負
担
金
が
50
万
円
を

超
え
る
も
の
（
平
成
25
年
３
月
31

日
ま
で
に
改
修
工
事
に
係
る
契
約

が
締
結
さ
れ
た
場
合
は
30
万
円
以

上
）
で
あ
る
こ
と
。

①
廊
下
の
拡
幅
②
階
段
の
勾
配
の

緩
和
③
浴
室
の
改
良
④
便
所
の
改

良
⑤
手
す
り
の
取
り
付
け
⑥
床
の

段
差
の
解
消
⑦
引
き
戸
へ
の
取
り

替
え
⑧
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

○
減
額
申
請
手
続
き

　

減
額
を
申
請
す
る
方
は
、
次
の

関
係
書
類
を
添
え
て
改
修
工
事
後

３
カ
月
以
内
に
所
定
の
申
告
書
を

税
務
課
資
産
税
係
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

①
工
事
明
細
書
の
写
し
②
領
収
書

等
の
写
し
③
写
真
（
改
修
前
・
後
）

④
平
面
図
⑤
補
助
金
等
の
支
給
お

よ
び
交
付
決
定
通
知
書
の
写
し
⑥

要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定

を
受
け
て
い
る
方
、
障
が
い
者
の

方
が
居
住
し
て
い
る
場
合
は
各
種

手
帳
の
写
し

※
工
事
内
容
を
示
す
書
類
は
、
建

築
士
、
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関

等
に
よ
る
証
明
で
代
替
え
可
。

　

後
日
、
工
事
内
容
な
ど
を
書
類

で
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
現
地

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

●
省
エ
ネ
改
修
工
事

　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
、

一
定
の
省
エ
ネ
改
修
工
事｢

熱
損

失
防
止
改
修
工
事｣

が
行
わ
れ
た

住
宅
に
つ
い
て
、
翌
年
分
の
税
額

を
１
／
３
減
額
（
１
２
０
㎡
ま
で

を
限
度
）
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
新
築
住
宅
特
例
や
耐

震
改
修
特
例
の
対
象
年
度
は
、
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
減
額
要
件

　

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

所
在
す
る
既
存
の
住
宅
（
賃
貸
住

宅
を
除
き
、
ま
た
併
用
住
宅
の
場

合
に
は
居
住
部
分
の
床
面
積
が
建

物
全
体
の
床
面
積
の
１
／
２
以
上

あ
る
も
の
）

○
省
エ
ネ
改
修
工
事
要
件

　

次
の
改
修
工
事
（
改
修
部
位
が

い
ず
れ
も
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に

新
た
に
適
合
す
る
こ
と
）
で
、
①

を
含
む
工
事
に
要
す
る
費
用
が

50
万
円
を
超
え
る
も
の
（
平
成
25

年
３
月
31
日
ま
で
に
改
修
工
事
に

係
る
契
約
が
締
結
さ
れ
た
場
合
は

30
万
円
以
上
）
で
あ
る
こ
と
。　

①
窓
の
改
修
工
事
（
必
須
）
②
床

の
断
熱
改
修
工
事
③
天
井
の
断
熱

改
修
工
事
④
壁
の
断
熱
改
修
工
事

○
減
額
申
請
手
続
き

　

減
額
を
申
請
す
る
方
は
、
次
の

関
係
書
類
を
添
え
て
改
修
工
事
後

３
カ
月
以
内
に
所
定
の
申
告
書
を

税
務
課
資
産
税
係
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

①
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
証
明
書

（
建
築
士
、
指
定
確
認
検
査
機
関

ま
た
は
、
登
録
住
宅
性
能
評
価
機

関
に
よ
る
証
明
）
②
領
収
書
な
ど

の
写
し

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課　

資
産
税
係

	

☎
22-

２
２
１
５

天井の断熱
外気に通じている
小屋裏

外気に接する
土間床の外周部

物置等
の天井

外気に接する床
その他の床壁

その他の土間床の外周部

（経済産業省ホームページより）

外壁の断熱

床の断熱

窓の断熱

住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
工
事
・
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

固
定
資
産
税
を
減
額
し
ま
す
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道路

取付管
排水管

下水本管

（市で設置・管理する部分） （個人で設置・管理する部分）
排水設備下水道

官民境界

マ
ン
ホ
ー
ル

雨
水
ま
す

雨
水
ま
す

公
共
ま
す

汚
水
ま
す

汚
水
ま
す

汚
水
ま
す

●問い合わせ　市下水道課　☎22-2258

　公共工事として道路などに下水道管が埋設され、戸別に「公共ます」が設置されましたら、下水道の
供用開始が公示されます。ここからは、民間工事として、ご家庭や事業所の便所、台所、風呂場などか
らの排水を「公共ます」につなぎ込み（接続）ができますので、遅滞なく（事情が許す限り、最も速や
かに）接続してください。

　私たちが健康で文化的に生活するには、住居や職場での衛生的で利便性が高い快適な空間の確保が求
められます。下水道は、居住環境の改善や公衆衛生の向上のみならず、河川や用水路などの水質を保全
し、地域の自然環境や生態系を恒久的に保護するために欠かせない施設です。
　吉野川市でも、良質で豊かな水を大切な資源として利活用できる持続可能な循環型社会の形成が急が
れます。下水道の普及促進にご理解とご協力をお願いします。

　夏休みに、下水道に関する作文、書道、ポス
ター、標語、新聞を募集し、『第１回吉野川市下水
道いろいろ作品展』として、９月10日（下水道の
日）から30日までの期間、市役所東館に683点の作
品を展示しました。
　その中の作品をはじめ、吉野川市内の小・中学生
の作品が、徳島県下水道標語コンクールにおいて多
数入賞しました。入賞標語については、16ページ以
降の下段に掲載していますので、ご覧ください。
　なお、公益財団法人日本下水道協会主催の、第53
回下水道の日「下水道いろいろ」コンクールの入賞
発表については、平成26年３月頃に発表予定です。吉野川市の入賞者については、発表後に本紙にて
ご紹介します。
　来年の「第２回吉野川市下水道いろいろ作品展」にも、多数の出展をお願いします。

下水道への接続にご協力ください！

個々の思いを作品に表して
下水道標語コンクールで吉野川市内の小・中学生が多数入賞!!

～ 公共下水道の供用開始区域内に建物を所有されている方へ ～
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　市では、平成25年度から下水道への早期接続を促進するため、社会資本整備総合交付金（国庫補
助）を活用し、供用開始日から２年以内に排水設備工事を完了した早期接続者に対し奨励金を増額しま
した。くみ取り便所を水洗便所に改造し、または、し尿浄化槽を廃止して下水道に接続する方で、一定
の要件を満たす方に支給されます。

◎平成25年３月31日供用開始の方で、供用開始の日から１年以内に接続工事完了の場合
　・・・３万円から５万円に増額しました。
◎平成24年３月31日供用開始の方で、供用開始の日から２年以内に接続工事完了の場合
　・・・１万５千円から２万５千円に増額しました。

　☆健康的で住みよいまちづくりのため、また美しい水環境を取り戻し未来へ引き継ぐため、下水道へ
　　の早期接続にご協力をお願いします。

○排水設備工事は必ず指定工事店で！
　宅内の排水設備を下水道へ接続するための排水設備工事は、「吉野川市排水設備指定工事店」でなけ
れば行うことができません。関係法令の知識や、設計・施工に関する技術力、請負契約の誠実な履行な
ど、一定の要件を満たしている工事店を吉野川市の指定工事店としています。排水設備工事を行うとき
は、必ず指定工事店に依頼してください。
　
　※指定工事店については、市ホームページでご確認いただくか、
　　下水道課（東館１階）までお問い合わせください。　

吉野川市水洗便所等改造奨励金が増額されました

●問い合わせ　市下水道課　☎22-2258

　

知
恵
島
地
区
人
権
教
育
推
進
協

議
会
は
、「
差
別
を
許
さ
な
い
住
み

よ
い
地
域
社
会
の
実
現
に
努
め
る
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
温
か
く
支
え

合
え
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
自
治
会
、

老
人
会
、
婦
人
会
、
公
民
館
、
学

校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
連
携
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
人
権
を
尊
重
し
住

み
よ
い
地
域
・
社
会
づ
く
り
の
た
め

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

例
年
12
月
に
、
知
恵
島
小
学
校

体
育
館
で
「
知
恵
島
地
区
人
権
教

育
推
進
大
会
」
を
開
催
し
、幼
稚
園・

小
学
校
で
の
人
権
学
習
の
取
り
組

み
や
各
種
大
会
へ
の
参
加
報
告
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
人

権
教
育
や
啓
発
活
動
の
大
切
な
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
に
は
、
人
権
啓
発
の
映
画

会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

世
界
的
な
彫
刻
家
イ
サ
ム
・
ノ
グ

チ
の
母
レ
オ
ニ
ー
・
ギ
ル
モ
ア
の
波

乱
に
満
ち
た
生
涯
を
女
性
と
し
て

生
き
抜
く
姿
を
通
し
て
、
人
権
の

尊
さ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

人
権
と
ぴ
っ
く
す

ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
は
待
望
の
公

民
館
が
完
成
し
、「
文
化
・
教
育
部
」

が
置
か
れ
、
人
権
教
育
・
啓
発
活

動
へ
の
新
た
な
出
発
準
備
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
運
営
を
学

校
に
託
し
て
い
ま
し
た
が
、
公
民

館
設
立
を
機
に
、
地
域
住
民
が
中

心
と
な
っ
た
運
営
の
枠
組
み
が
で

き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
公
民
館
が
よ
り

主
体
性
を
持
ち
、
家
庭
、
地
域
、

学
校
の
三
者
が
一
体
と
な
り
啓
発

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、

本
協
議
会
も
、
す
べ
て
の
人
が
生

ま
れ
、
育
ち
、
暮
ら
し
て
良
か
っ
た

と
言
え
る
ま
ち
、
共
に
豊
か
に
安

心
し
て
生
活
で
き
る
知
恵
島
地
区

を
め
ざ
し
、
人
権
教
育
啓
発
活
動

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

 「
地
域
と
学
校
の
新
た
な
連
携
」

　
　
　
　
　
　
　 

を
め
ざ
し
て

―
知
恵
島
地
区
人
権
教
育
推
進
協
議
会
―

知恵島地区人権教育推進大会
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●問い合わせ　市環境企画課　☎22-2230

生ごみを減らすために「食品ロス」を減らしましょう！
〜 おいしく食べきり・生ごみダイエット大作戦 〜

食品ロスとは
　生ごみの中には、食べられなくてどうしても捨てるしかない野菜の皮、果物の種、魚の骨などが入っ
ています。この他に、食べ残しや食べられるのに捨てられてしまうものがあり、これを「食品ロス」と
言います。

食品ロスの原因は
　家庭から出る「食品ロス」の原因は、食べ残しの他に、食べられる部分を必要以上に取り除いたりす
る「過剰除去」や、冷蔵庫に入ったまま期限切れとなった「直接破棄」があげられます。

食品ロスを減らすために、もったいない精神で！
　■ 買い物に行く前に、冷蔵庫の中身をチェックし、必要な量だけ買う。
　■ 冷凍保存を上手に活用する。
　■ 料理を作りすぎない。
　■ 食べ残したものを使って、他の料理を作る。
　■ 日頃から賞味期限などをチェックする。

　年末には、お歳暮などで発生した雑紙、大掃除で出たごみが多くの量になります。
　雑紙・衣類の分別にご協力ください。

○家庭での一人１日当たりの食品ロス量：41ｇ
　　→一人１年間だと15kg
　 （吉野川市全体だと660ｔ）
○食品ロスのうち55％が過剰除去！
　 （吉野川市全体ごみのうち、365ｔが過剰除去になる！）
○さらに、18％が賞味期限切れなどによる廃棄
　 （吉野川市全体のごみのうち、118ｔが直接廃棄されている。）
○食事を食べ残した理由（複数回答）
　　料理の量が多かった　71.7％
　　食事をとらなかった人がいた　12.2％
　　味がよくなかった　10.5％
○食品を使用せずに破棄した理由（複数回答）
　　食品の鮮度が落ちた　51.7％
　　食品の賞味期限等が過ぎた　50.0％
　　臭いなどで食品の安全性に不安を感じた　17.4％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（農林水産省平成21年調査結果より）

年末年始は「食品ロス」が多くなる！

年末には、生ごみ以外のごみも増えます！

期限切れ

腐敗カビ

食べ残し

雑紙は、紙袋に入れる 衣類は「もやせないごみ専用」袋に入れる

OK!

捨てるなんて
もったいない
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●問い合わせ　市福祉総務課　☎22-2261

民生委員・児童委員が改選されました
　民生委員・児童委員は、高齢者福祉、児童福祉などの各種相談に応じ、
助言や情報提供などの援助をすることが主な職務となります。また、主
任児童委員は、学校、児童相談所、行政などと連携を図りながら、児童
福祉の向上に努めることが主な職務となります。
　民生委員・児童委員、主任児童委員の任期は、平成25年12月１日から
平成28年11月30日までの３年間です。
　各委員の皆さんは次のとおりです（敬称略）。

【　鴨　　島　】
氏　　　名 担　当　区　域（自治会など）

林　　　啓　子 国中、自彊
友　成　由　美 上浦・中筋、上浦・南、玉取、丸山
河　見　郁　江 辻川、上浦団地
島　田　啓　作 八本松西、八本松東
矢　部　郁　夫 桑上、牛島駅前、市瀬
高　田　昭　夫 杉尾、高白、天神、教員住宅
庄　野　吉　久 西辻、東辻、東宮間、西宮間
佐　藤　史　子 牛島・原、岸ノ上、牛島小原
岡　田　和　夫 城ノ内、城ノ内第二、貞末南、貞末北、麻植塚団地
大　塚　美和子 先須賀、牛島・四ツ屋、四ツ屋前
鈴　木　るり子 麻植塚東、麻植塚、麻植塚西
桒　原　奈麻美 内原北部、内原東部、内原西部、プロバンス、長寿園
井　上　　　桂 中島中部、中島東部、中島西部
住　友　恭　宏 山路中央、橋本、長谷、寺谷、山路西
原　田　喜美子 岡野南、岡野北、東原南、東原北
藤　井　忠　生 東森藤、東春日免、向原、西春日免
後藤田　　　滋 田中、だん、宮前、三谷
槇　納　佐代子 乗島第一、乗島第二、乗島西、乗島北、喜来西平和
喜　島　寧　子 喜来東、喜来南部、清美団地
上　田　善　一 北神島、南神島、神島団地、喜来第五団地
原　田　八重子 神島ミサワ、喜来西部、喜来西部第一、神島第一
井　内　久　子 中新開地、鴨島甲、栄通り、栄通り甲、中学通り、青柳
坂　東　佳　子 北弥生、南弥生、むつみ
美　馬　純　子 北新開地、西新開地
大　塚　美代子 東新町 1、東新町 1 西、東新町 2、東新町 3、東本町、役場東
林　　　一　夫 大和、金光、若宮
森　田　賀代子 光の里、宮本、宮本北
桑　原　久　江 殿郷
松　本　　　勉 南銀座、栄町、東本郷、一番町
志　摩　壽惠子 銀座、文楽、中町、元町、駅東
戸　井　信　行 八幡通り、本町、本郷
飛　梅　輝　子 駅前通り、旭町、西本町、稲荷
原　田　美代子 鴨島・中西、大西
猪　尾　直　治 大北、菊美荘
野　木　和　子 南新町
大　池　清　子 呉島、上下島住宅
後　藤　直　治 飯尾小原、飯尾東、高ノ原
脇　田　美千江 唐人、飯尾中央、呉郷北 1
藤　田　久　子 飯尾西部、北門、鴨島ハイランド
大　池　健　二 呉郷南 1、呉郷西 3、呉郷西 4、呉郷西 5、呉郷西 6、呉郷西 8、呉郷第五、呉郷第六
森　西　博　子 呉郷東 1、呉郷東 2、呉郷北 3、呉郷中 2、呉郷南 2
大久保　邦　夫 呉郷北 2、呉郷中 1、呉郷第一、呉郷第二、呉郷第三、呉郷第四
松　浦　政　昭 敷地中央、敷地東部、敷地西部
新　居　正　昭 敷地奥、敷地南部、樋山地、徳島病院、野菊の里
宮　本　洋　二 大東、中筋団地、中筋第三
富　樫　昌　子 広畑、西麻植・中筋
平　島　智　子 江川東部、江川西部
河　野　裕　美 西麻植市、西麻植第六団地、すみれ
西　田　芳　子 東麻植市、南麻植市、北麻植市
平　島　るみ子 西麻植中央、田渕、檀ノ原
河　野　和　行 東新田、西新田、粟島
谷　本　和　子 西知恵島、多津美、第一多津美、千田
上　村　章　一 東郷東、北須賀、南部東
大　倉　美登子 知恵島中西、知恵島中西中央、知恵島中西西、南部西
横　田　眞知子 知恵島四ツ屋、蛭子、中須賀、東郷西

【　美　　郷　】
氏　　　名 担　当　区　域（自治会など）

津　田　と　よ 湯下、恵美子、天神、古土地
井　上　勝　行 上谷、大鹿、丸山、大野
猪　井　誠　二 月野、中谷、殿河、木屋浦
竹　前　久　子 平、大神、西部、下浦、城戸、平団地
河　村　美佐子 田平、井頭、宮倉、樫平、大岸、東條、西條、槇山
林　　　典　子 倉羅、古井、四ツ松、中古井、照尾、張
西　村　スヅヱ 宗田、市野々、東部、品野、中筋、高野尾
岩　佐　愛　惠 川俣、川俣団地、刷石、土井ノ奥、峠

【　川　　島　】
氏　　　名 担　当　区　域（自治会など）

阿　部　輝　明 山田南部、山田芝生、山田西部、山田北部、山田中、山田中須賀
後　藤　清　子 神後東部、神後西部、城東、岡山寮、水明荘ヴィラ、ｸﾞﾗﾝｼｰﾄﾞ K
藤　本　八重子 神後南部、アクティ川島、澤田ハイツ、森永ハイツ
喜　多　義　行 城山第一、城山第二、城山第三、北町、北町第一、協調
中　山　純　子 本町、中央、南町、川島春日、川島ハイツ、町東
寺　尾　俊　通 岡山第一、岡山第一西、岡山第二、桜ヶ丘、サントピア、リッチランド
中　野　秀　子 岡山第四、岡山東、岡山住宅、朝日ヶ丘、学ヶ丘、島田ハイツ
阿　部　　　進 岡山第三、南寺本町、南寺、南寺中央、ルミエールハイツ、西谷
髙　木　壽美子 上桜、源光寺第一、源光寺住宅第二、久保田第一
須　藤　良　一 久保田、久保田第二、天神、大明神
工　藤　和　夫 鳶ヶ巣、パールハイツ、伊加々志、鍛冶屋敷、敷地
谷　　　京　子 近久第一、近久第二、近久第三、樋口、近久南住宅、近久東団地
明　石　勢津子 東児島第一、東児島、夕陽ヶ丘団地
鈴　木　正　友 西児島、むつみ
東　谷　克　子 一里松、水沼野、住吉、長塚
森　　　武　男 北久保、西出目、八幡
竹　内　孝　夫 辻、王子、唐戸、吉本南、二ツ森住宅
相　原　　　忠 峯八、学春日、吉本北、近久、春日住宅北、春日住宅南

【　山　　川　】
氏　　　名 担　当　区　域（自治会など）

森　山　ツルヱ 天神、忌部北、忌部南
田　中　利　明 宮島南、宮島北、中央東、中央西
森　本　　　操 日の出第一、日の出第二
藪　内　和　子 西久保東、西久保中、西久保南
戸　井　一　博 西久保西、祗園
長　浜　秀　雄 八坂南、八坂北、青木、老人ホーム
梯　　　輝　安 諏訪、諏訪東、諏訪中部、諏訪南部、ほたる川
長　瀬　敏　明 北村、若宮、瀬詰八幡、若宮東
蔵　本　節二郎 三島、春日
蔵　本　淳　子 湯立東、旭
関　口　　　勲 湯立西、湯立北
原　井　知代子 麦原東、麦原西、住吉
山　田　滿貴子 宮地、季邦、西ノ原
澤　田　惠美子 翁喜台、翁喜台東
谷　本　　　正 旗見、川東東、川東南、恵下、迎坂
藤　田　文　昭 川東西、川東北
日和田　靜　代 奥川田東、奥川田西、久宗
藤　井　吉　信 中筋、井上、南町
住　友　良　子 中町、西山
貞　野　治　夫 北町、村雲
原　田　君　代 川田天神、北島東、北島西
吉　田　　　理 瀬津、貞田、衣笠
柴　田　佳　彦 東市久保、西市久保、原
山　下　善　廣 舟戸東、舟戸西
竹　内　　　功 榎谷、大内、楠根地
浅　尾　照　一 皆瀬、桑内

主　任　児　童　委　員
氏　　　名 担　当　地　区（旧町村）

井　内　　　衡 鴨島地区全域
久　保　さとみ 鴨島地区全域
笠　井　麗　子 鴨島地区全域
小　松　美智子 川島地区全域
川　村　豊　臣 川島地区全域
宮　本　正　文 山川地区全域
森　本　光　子 山川地区全域
吉　田　五　郎 山川地区全域
川　村　正　光 美郷地区全域
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●問い合わせ　市商工観光課　☎22-2226

すだちジャム

吉野川市の自宅農場で
栽培・収穫したすだち
を手搾りし防腐剤を使
わず、香り豊かで美味
しいジャム。

あぐり工房美郷

各種木工品
（碁筒、茶筒など）

吉野川市内の山で間伐
した自然木を材料と
し、自作した工具で一
品一品手作りした商
品。

木地工房むねもと

原木生椎茸

ナラやクヌギの原木を
使用して栽培した椎
茸。風味と食感にこだ
わった商品。

尾﨑暢威

生姜ういろう

吉野川市の生姜を使っ
た オ リ ジ ナ ル 商 品。
50 年以上幅広い年齢
層に好まれている「う
いろう」。

きくや菓子舗有限会社

川田満んぢう

吉野川市・高越山の麓
で 100 年以上伝統の
味を受け継いできた、
田舎の素朴な味わい。
のどごしの良いあんこ
が入った饅頭。

有限会社吉田商店

るみちゃんの
おかずみそ

吉野川市産の柚子だけ
を使用した、手作りの
おかずみそ。

佐藤るみ子

あらたえの郷

吉野川市山川町に織り
継がれた「麁服（あら
たえ）」にちなんで作
られた饅頭。

和菓子処西川

邑里（ゆうり）

美郷産の完熟南高梅と
てんさい糖を使用して
仕上げた、素朴な「梅
のし」のお菓子。

ほのぼの工房

今回掲載の事業者

事　  業　  者 住　　所 連絡先

佐 藤 る み 子 美郷字峠445-2 ☎43-2704

有 限 会 社 吉 田 商 店 山川町川田198 ☎42-2206

ほ の ぼ の 工 房 美郷字宮倉60-2 ☎43-2708

和 菓 子 処 西 川 山川町前川62-6 ☎42-2126

木 地 工 房 む ね も と 山川町前川213-2-2 ☎42-2259

あ ぐ り 工 房 美 郷 美郷字古土地197 ☎43-2644

きくや菓子舗有限会社 鴨島町鴨島555 ☎24-2428

尾 﨑 暢 威 美郷字中谷189 ☎43-2862

吉野川市
ブランド認証商品
吉野川市ならではの魅力
ある特産品の中で、評価
基準を満たした商品を
「吉野川市ブランド」と
して認証しています。
お知り合いの方への贈り物やお客様へのおもて
なしなどに、ぜひご利用ください。（※順不同）

ヨッピー・
ピッピーも
おすすめ !!

※他の吉野川市ブランド認証商品につきましては、次号以降に順次掲載していきます。
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10
月
５
・
６
日
の
２
日
間
、
鴨

島
公
民
館
な
ど
で
、
吉
野
川
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
２
０
１
３
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
第
２
回
日
本
麻
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
in
吉
野
川
」
と
題
し

て
、
市
の
麻
文
化
に
ま
つ
わ
る
催

　

10
月
26
日
、「
２
０
１
３
ち
び
っ

こ
ド
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
親
子
の

参
加
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
会
場

と
な
っ
た
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で

は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
で
ヒ
ー
ロ
ー

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

各
部
屋
で
は
工
作
や
似
顔
絵
な
ど

の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
絶
え
な
い
、
楽

し
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
か
ら
30
日
に
か
け

て
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
行
わ
れ
た
ア

ジ
ア
ユ
ー
ス
パ
ラ
競
技
大
会
に
、

陸
上
女
子
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の

日
本
代
表
と
し
て
阿
利
美
咲
さ
ん

（
鴨
島
町
喜
来
）
が
出
場
し
、
見

事
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

帰
国
後
の
11
月
３
日
、
獲
得
し

た
金
メ
ダ
ル
を
持
っ
て
川
真
田
市

長
を
表
敬
訪
問
し
、「
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
応
援
い
た
だ
き
、
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

と
、
金
メ
ダ
ル
以
上
の
笑
顔
で

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

し
や
、
市
伝
統
芸
能
の
祭
典
な
ど

が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
の
多
く

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

伝統芸能の祭典「森藤獅子舞」の様子

とくしま自主防災活動賞受賞者

受賞の佐野さん、市長を表敬訪問 呉郷保育所の「呉郷げんキッズ」

　

11
月
4
日
、
県
立
防
災
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
徳
島
県
自
主
防

災
組
織
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
、

自
主
防
災
活
動
に
優
れ
た
団
体
に

贈
ら
れ
る
「
と
く
し
ま
自
主
防
災

　

10
月
21
日
、
法
務
省
に
お
い
て
、

人
権
擁
護
委
員
の
佐
野
久
子
さ
ん

（
鴨
島
町
西
麻
植
）
が
法
務
大
臣

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
受
賞
は
、
佐
野
さ
ん
の
多
年
に

わ
た
る
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
の

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

活
動
賞
」
を
、
岡
山
北
６
地
区
自

主
防
災
会
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
団
体
は
、
毎
年
、
総

合
的
な
防
災
訓
練
や
、
平
常
時
か

ら
工
夫
を
こ
ら
し
た
防
災
意
識

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
そ

の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

10
月
30
日
、
鴨
島
公
民
館
視
聴

覚
室
で
、「
防
げ
る
か
も
し
れ
な
い

皮
膚
の
病
気
」
と
題
し
て
、
介
護

予
防
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

知
恵
島
皮
膚
科
診
療
所
長
の
原

田
勝
博
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
皮

膚
の
ケ
ア
や
皮
膚
が
ん
な
ど
の
病

気
、
ま
た
、
処
方
さ
れ
る
薬
の
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

と
く
し
ま
自
主
防
災

活
動
賞
を
受
賞

法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

介
護
予
防
講
演
会

吉
野
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

２
０
１
３

２
０
１
３
ち
び
っ
こ
ド
ー
ム

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
パ
ラ
競
技

大
会
で
金
メ
ダ
ル
獲
得
!!

金色に輝くメダルを胸に日頃から皮膚のケアを！

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
こ
う
さ
て
ん　

ゆ
び
さ
し
か
く
に
ん　

み
ぎ
ひ
だ
り	

近
久　

穂
乃
華
（
上
浦
小
学
校
１
年
）
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10
月
31
日
、
山
川
町
の
吉
野
川

市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
運
動
場
で
、
第

10
回
吉
野
川
市
中
学
校
駅
伝
競
走

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
吉
野
川

市
内
５
つ
の
中
学
校
か
ら
、
男
女

あ
わ
せ
て
96
人
が
参
加
し
、
男
子

は
６
区
間
、
女
子
は
５
区
間
で
順

位
を
競
い
ま
し
た
（
表
紙
写
真
）。

　

結
果
は
、
男
女
共
に
鴨
島
東
Ａ

が
１
位
と
な
り
、
チ
ー
ム
に
は
賞

状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
、
選
手
に
は

メ
ダ
ル
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、
市
役
所
で
、
平
成

25
年
度
吉
野
川
市
表
彰
・
市
教
育

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
表
彰
は
本
市
の
政
治
、経
済
、

文
化
、
社
会
な
ど
に
わ
た
っ
て
本

市
の
振
興
に
寄
与
し
、
功
績
が
特

に
顕
著
で
あ
っ
た
方
や
市
民
の
規

範
と
認
め
ら
れ
る
行
為
が
あ
っ
た

方
な
ど
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

　

市
教
育
表
彰
は
、
吉
野
川
市
立

小
・
中
学
校
に
長
年
に
わ
た
り
在

籍
し
、
顕
著
な
教
育
実
績
を
あ
げ

た
教
職
員
や
、
運
動
競
技
ま
た
は

研
究
・
制
作
な
ど
の
活
動
に
お
い

て
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
児
童
生

徒
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

槇
納　

謙
司
（
元
市
議
会
議
員
）

　

市
議
会
議
員
と
し
て
22
年
１
カ

月
の
間
、
地
方
自
治
の
発
展
伸
張

に
貢
献

犬
伏　

正
春
（
元
市
議
会
議
員
）

　

市
議
会
議
員
と
し
て
14
年
４
カ

月
の
間
、
地
方
自
治
の
発
展
伸
張

に
貢
献

藤
原　

義
員
（
農
業
委
員
）

　

農
業
委
員
と
し
て
12
年
10
カ
月

の
間
、
農
業
行
政
の
推
進
に
貢
献

森　
　

重
雄
（
農
業
委
員
）

　

農
業
委
員
と
し
て
12
年
10
カ
月

の
間
、
農
業
行
政
の
推
進
に
貢
献

杉
野　

利
行
（
農
業
委
員
）

　

農
業
委
員
と
し
て
12
年
10
カ
月

の
間
、
農
業
行
政
の
推
進
に
貢
献

か
も
研
究
塾

　

多
年
に
わ
た
り
、
遍
路
道
の
清

掃
活
動
、
空
海
の
道
ウ
オ
ー
ク
な

ど
の
運
営
を
通
じ
て
、環
境
美
化
、

町
お
こ
し
に
貢
献

溝
渕　
　

匠
（
子
ど
も
俳
句
会
代

表
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
子
ど
も
俳
句

会
代
表
、
文
芸
か
も
じ
ま･

ぶ
ん

げ
い
麻
植
編
集
長
な
ど
の
活
動
を

通
じ
て
、
文
化
振
興
に
貢
献

中
西　
　

健
（
市
交
通
安
全
協
会

理
事
）

　

多
年
に
わ
た
り
、
交
通
安
全
教

育
推
進
協
議
会
指
導
員
な
ど
の
活

動
を
通
じ
て
、
地
域
の
交
通
安
全

意
識
の
向
上
と
交
通
事
故
防
止
に

貢
献

阿
利　

美
咲

　

ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
パ
ラ
競
技
大
会

に
お
い
て
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
、

社
会
体
育
の
振
興
に
貢
献

四
宮　

慎
之
助
（
鴨
島
小
学
校
）

　

第
９
回
徳
島
県
こ
ど
も
美
術
展

書
写
の
部
特
別
賞
、
徳
島
県
美
術

家
協
会
会
長
賞

中
尾　

拓
人
（
鴨
島
小
学
校
）

　

第
28
回
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル　

佳
作
（
全
国
第
３
席
）

石
川　

向
日
葵（
川
田
中
小
学
校
）

　

平
成
25
年
度
全
国
小
学
生
陸
上

交
流
大
会
徳
島
県
予
選
大
会
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
優
勝

天
羽　

桜
子
（
鴨
島
東
中
学
校
）

　

第
67
回
徳
島
県
中
学
郡
市
対
抗

陸
上
競
技
大
会
女
子
２
０
０
ｍ
第

１
位

手
束　

文
香（
鴨
島
第
一
中
学
校
）

　

と
く
し
ま
子
ど
も
読
書
推
進
ア

ク
シ
ョ
ン
・
読
書
の
生
活
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
Ⅲ
「
と
く
し
ま
の
子

ど
も
の
た
め
の
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト

　

11
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
の
３
日

間
、
市
内
の
３
会
場
で
吉
野
川
市
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
演
芸
の

部
で
は
楽
器
の
演
奏
や
踊
り
な
ど
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
が
披
露
さ
れ
、

作
品
展
示
の
部
で
は
、
絵
画
、
書
道
、

写
真
、
手
芸
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ

れ
、
訪
れ
た
市
民
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

１
０
０
コ
メ
ン
ト
・
Ｐ
Ｏ
Ｐ
」
コ

メ
ン
ト
部
門
中
学
校
最
優
秀
賞

（
知
事
賞
）

髙
木　
　

茜（
市
立
川
島
中
学
校
）

　

第
51
回
四
国
中
学
校
総
合
体
育

大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
個
人
第
３
位

中
北　

千
晶（
市
立
川
島
中
学
校
）

　

第
51
回
四
国
中
学
校
総
合
体
育

大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
個
人
第
３
位

第
10
回
吉
野
川
市
中
学
校

駅
伝
競
走
大
会

平
成
25
年
度
吉
野
川
市

表
彰
・
市
教
育
表
彰
式

市
表
彰

市
教
育
表
彰

吉
野
川
市
文
化
祭

数々の力作を展示

市表彰受賞者

市教育表彰受賞者

個々の力がチームの力に！

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ゆ
ず
り
あ
う　

君
の
気
持
ち
が　

事
故
減
ら
す	

藤
井　
　

啓
（
牛
島
小
学
校
６
年
）
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11
月
８
日
に
投
票
が
締
め
切
ら

れ
た
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
３
」
に
、
吉
野
川
市
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ヨ
ッ
ピ
ー
」

と「
ピ
ッ
ピ
ー
」が
初
エ
ン
ト
リ
ー

し
ま
し
た
。
投
票
受
付
期
間
中
の

10
月
９
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
か

ら
鴨
島
駅
ま
で
列
車
に
乗
車
し
、

乗
客
の
皆
さ
ん
へ
投
票
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
「
１
日
１
票
」
を
合
言
葉
に
、

皆
さ
ん
か
ら
毎
日
た
く
さ
ん
の

投
票
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
総
数
１
５
８
０
中

２
１
３
位
と
、
初
出
場
な
が
ら
ま

ず
ま
ず
の
結
果
を
残
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
あ

れ
ば
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

11
月
９
・
10
日
の
２
日
間
、
徳
島

中
央
広
域
連
合
消
防
本
部
で
、
第
32

回
防
火
ポ
ス
タ
ー
原
画
展
示
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
会
で
は
、
小
学
４
年
生
が
描

い
た
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
す
る
と
と
も

に
、
防
火
・
防
災
意
識
啓
発
の
た
め
、

消
火
体
験
や
煙
体
験
、
起
震
車
に
よ

る
地
震
体
験
、
防
火
服
な
ど
を
着
て

記
念
撮
影
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の

市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
、
第
２
回
吉
野
川
ウ

オ
ー
ク
が
、川
島
公
園
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
地
点
と
し
て
、
吉
野
川
堤
防

を
経
由
し
、
学
駅
、
二
ツ
森
公
園
児

童
公
園
を
折
り
返
す
約
12
㎞
の
往
復

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ー
ス
に
は
１
５
８
人
が

参
加
し
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
秋
の
景

色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
、
市
役
所
イ
ベ
ン
ト
広

場
で
、
四
国
菊
花
品
評
会
の
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
設
置
さ
れ
た
花
壇
に
は
、

市
内
外
の
菊
愛
好
家
の
皆
さ
ん
が
丹

精
込
め
て
育
て
た
立
ち
菊
や
懸け
ん

崖が
い

な

ど
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
作
品
が

展
示
さ
れ
、
見
物
に
訪
れ
た
人
た
ち

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
11
月
25
日
に
市
役
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

立
菊
12
鉢
花
壇

優
勝
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）

　
　
　
　

鎌
田　

義
幸

準
優
勝
（
国
華
園
賞
）

　
　
　
　

岸
田　

貢

一
席　
　

岡
本
冨
士
子

優
等　
　

新
居　

光
雄

　
　
　
　

三
好
美
智
惠

立
菊
６
鉢
花
壇

優
勝
（
吉
野
川
市
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

吉
岡　

知
子

準
優
勝　

三
好　

福
好

福
助
花
壇

優
勝
（
徳
島
県
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

鎌
田　

義
幸

準
優
勝　

岸
田　
　

貢

一
席　
　

岡
本
冨
士
子

優
等　
　

志
塚　

宣
子

　
　
　
　

新
居　

光
雄

競
技
花

優
勝
（
徳
島
県
知
事
賞
）

　
　
　
　

志
塚　

宣
子

準
優
勝　

久
保　

榮
二

一
席　
　

谷
澤　

秀
夫

優
等　
　

岸
田　
　

貢

　
　
　
　

岡
本
冨
士
子

盆
栽

優
勝
（
吉
野
川
市
長
賞
）

　
　
　
　

武
田　

新
市

準
優
勝　

大
塚　

春
幸

「
ヨ
ッ
ピ
ー
」と「
ピ
ッ
ピ
ー
」が

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

初
出
場

第
32
回
防
火
ポ
ス
タ
ー

原
画
展
示
会
を
開
催

第
２
回
吉
野
川
ウ
オ
ー
ク

第
81
回
四
国
菊
花
品
評
会 ウオーキングで秋を満喫しました

見物人もたくさん訪れていました

受賞者の皆さん

ＪＲ鴨島駅に到着！

将来の夢は消防士かな？

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

わ
た
し
の
だ
い
じ
な　

お
友
だ
ち	

田
中　

菜
櫻
（
森
山
小
学
校
３
年
）
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●
一
般
業
務

　

市
役
所
・
川
島
・
山
川
・
美
郷
支
所

は
、
12
月
29
日
㈰
か
ら
来
年
１
月
３
日

㈮
ま
で
閉
庁
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課	

☎
22-

２
２
３
１

●
戸
籍
関
係
業
務

　

戸
籍
届
出
（
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
な

ど
）
の
受
領
は
、
閉
庁
期
間
中
で
も
市

役
所
お
よ
び
山
川
支
所
で
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
29
日
㈰
か
ら
１
月
３
日

㈮
ま
で
は
、
印
鑑
登
録
証
明
書
・
住
民

票
自
動
交
付
機
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

市
市
民
生
活
課	

☎
22-

２
２
１
０

●
ご
み
収
集
業
務

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
業
務
は
、
次

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

年
末
の
ご
み
は
早
め
に
整
理
し
、
決

め
ら
れ
た
日
時
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
業
務

お
知
ら
せ

○
平
成
26
年
１
月
・
２
月
・
３
月
吉
野

川
市
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て

　

例
年
、
吉
野
川
市
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
は
、
暦
年
（
１
月
～
12
月
）
で
作

成
し
て
い
ま
し
た
が
、
来
年
の
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
平
成
26
年
１
月
～

３
月
の
３
カ
月
分
を
作
成
し
、
市
内
全

世
帯
へ
配
付
し
ま
す
。
12
月
16
日
㈪
ま

で
に
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

○
平
成
26
年
度
吉
野
川
市
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
（
平
成
26
年
４
月
～
平
成

27
年
３
月
）
に
つ
い
て

　

運
転
管
理
セ
ン
タ
ー
の
統
合
に
伴

い
、
市
内
の
分
別
収
集
の
統
一
を
図
る

た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
を
年
度（
４
月
～
翌
年
３
月
）

に
変
更
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
度
吉
野
川
市
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
平
成
26
年
３
月

中
に
市
内
全
世
帯
へ
配
付
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
運
転
管
理
セ
ン
タ
ー
（
鴨
島
）

	

☎
24-

５
６
９
７

市
運
転
管
理
セ
ン
タ
ー
（
山
川
）

	

☎
42-

５
３
３
３

運
転
管
理
セ
ン
タ
ー
は
統
合
し
、
12
月

25
日
㈬
か
ら
次
の
と
お
り
移
転
し
ま
す
。

〒
７
７
９-

３
３
０
３　

吉
野
川
市
川
島

町
桒
村
２
２
８
６
番
地
４
（
給
食
セ
ン

タ
ー
跡
）　
　
　
　
　

☎
25-

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

25-

２
１
１
２

（
12
月
24
日
㈫
ま
で
）

ごみ収集業務表
地　域

収集日 鴨島Ａ地域 鴨島Ｂ地域 川島・山川地区 美郷地区

平成25年
12月23日（月・祝）

休日収集
もやせるごみ ふとん・新聞紙 衣類

12月24日（火） ふとん・新聞紙 もやせるごみ もやせるごみ もやせるごみ

12月25日（水） もやせないごみ 山川地区
もやせないごみ

12月26日（木） もやせるごみ 衣類 川島地区
もやせないごみ

12月27日（金） もやせるごみ
ダンボール もやせるごみ もやせるごみ

12月30日（月）
年末収集 もやせるごみ もやせるごみ もやせるごみ

平成26年
1 月 3 日（金）

休日収集
もやせるごみ もやせるごみ もやせるごみ

1 月 6 日（月） もやせるごみ ふとん
雑誌・雑がみ ペットボトル

1 月 7 日（火） ふとん
雑誌・雑がみ もやせるごみ もやせるごみ もやせるごみ

1 月 8 日（水） 金属・びん かん・金属

1 月 9 日（木） もやせるごみ
ペットボトル 粗大自己搬入 粗大自己搬入

1 月10日（金） ダンボール もやせるごみ もやせるごみ もやせるごみ

FAX

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
と
び
出
さ
な
い　

い
つ
も
心
に　

お
ま
じ
な
い	

菅
生　

一
心
（
鴨
島
小
学
校
３
年
）
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吉
野
川
市
が
発
注
す
る
物
品
購
入
等

の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
次

の
と
お
り
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

参
加
者
の
資
格

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
申

請
で
き
ま
せ
ん
。

○
民
法
第
20
条
第
１
項
に
規
定
す
る
制

限
行
為
能
力
者
（
未
成
年
者
、
成
年
被

後
見
人
、
被
保
佐
人
お
よ
び
第
17
条
第

１
項
の
審
判
を
受
け
た
被
補
助
人
を
い

う
）。

○
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
も
の
。

受
付
期
間
・
提
出
方
法

平
成
26
年
１
月
15
日
㈬
～
２
月
28
日
㈮

　

持
参
の
場
合
は
、午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝

日
は
除
く
）。
郵
送
の
場
合
は
２
月
28

日
㈮
必
着
。

有
効
期
間

　

平
成
26
年
４
月
１
日
～
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で
の
１
年
間

※
平
成
25
・
26
年
度
物
品
の
購
入
等
の

契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
（
指
名
競

争
入
札
）
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
載
さ

れ
て
い
る
方
は
、
有
効
期
間
が
２
年
間

（
平
成
25
年
４
月
１
日
～
平
成
27
年
３

月
31
日
）
で
す
の
で
、
今
回
申
請
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

提
出
書
類

▼
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
▼
経
歴

書
▼
法
人
に
あ
っ
て
は
登
記
事
項
証
明

書
（
様
式
任
意
に
よ
る
営
業
所
一
覧
表

を
添
付
す
る
こ
と
）、
個
人
事
業
者
に

あ
っ
て
は
申
請
に
係
る
営
業
を
現
に
し

て
い
る
旨
を
証
明
す
る
書
面
お
よ
び
成

年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、
被
補
助
人

と
す
る
記
録
が
な
い
証
明
書
ま
た
は
誓

約
書
▼
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算

書
（
個
人
事
業
者
で
あ
っ
て
青
色
申
告

を
し
て
い
な
い
方
は
、
収
入
・
支
出
の

分
か
る
も
の
）
▼
納
税
証
明
書
〔
①
法

人
税
（
ま
た
は
所
得
税
）、
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
②
県
民
税
お
よ
び
事

業
税
（
県
内
に
営
業
所
な
ど
を
有
す
る

業
者
の
場
合
）③
法
人
お
よ
び
代
表
者
・

そ
の
他
役
員
の
市
税
（
吉
野
川
市
に
納

税
義
務
を
有
す
る
者
）〕
▼
印
鑑
証
明

書
▼
使
用
印
鑑
届
▼
特
約
店
ま
た
は
代

理
店
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
を
証
明
す
る

書
面
▼
営
業
に
関
し
、
許
可
、
認
可
な

ど
を
必
要
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

こ
れ
ら
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
明
す

る
書
面
の
写
し	

▼
契
約
の
締
結
に
つ

き
支
店
、
営
業
所
な
ど
に
属
す
る
方
を

代
理
人
に
選
任
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は

委
任
状	

▼
誓
約
書

※
提
出
書
類
は
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
つ
づ
り

と
し
、
写
し
可
。
た
だ
し
、
申
請
書
、

個
人
事
業
者
に
係
る
営
業
証
明
書
お
よ

び
誓
約
書
、
市
税
の
納
税
証
明
書
（
法

人
・
代
表
者
・
各
役
員
個
別
に
申
請
必

要
）、
使
用
印
鑑
届
、
委
任
状
に
つ
い

て
は
原
本
と
し
ま
す
。
ま
た
、
各
証
明

書
類
は
申
請
書
提
出
時
の
直
前
３
カ
月

以
内
の
も
の
と
し
ま
す
。

受
理
票

　

郵
送
の
場
合
は
、返
信
用
は
が
き（
あ

て
名
記
載
済
み
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。
持
参
の
場
合
は
、
受
理
票
（
貴
社

作
成
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
吉
野
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
市
総
務
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
７
７
６-

８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

吉
野
川
市
総
務
課　

財
産
企
画
管
理
係

	

☎
22-

２
２
３
１

　

市
内
に
は
３
７
３
の
自
治
会
が
あ

り
、
生
活
の
安
全
（
自
主
防
災
活
動
・

防
犯
・
交
通
安
全
）、
環
境
美
化
運
動
、

青
少
年
の
健
全
育
成
、
住
民
同
士
の
交

流
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
の
広
報
紙
や
各
種
回
覧
な
ど
は
自
治

会
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
地
域
を
よ
り
良
い
も
の

に
し
て
い
く
に
は
、
そ
こ
に
住
む
人
が

地
域
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
、
お
互
い
に

協
力
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
あ

な
た
も
自
治
会
に
入
会
し
て
地
域
の
一

員
と
し
て
、
こ
の
地
域
を
良
く
し
て
い

き
ま
せ
ん
か
。

　

各
自
治
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
入
会

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
に
加
入
す
る
と
き
は
、
地
元

の
自
治
会
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課　

自
治
会
係

	

☎
22-

２
２
３
１

平
成
26
年
度
物
品
購
入
等
の

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
受
付

自
治
会
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う

―
地
域
は
一
人
一
人
の

協
力
が
必
要
で
す
―

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
さ
ん
ぽ
み
ち　

マ
マ
の
手　

ぜ
っ
た
い
は
な
さ
な
い	
坂
野　

紅
巴
（
飯
尾
敷
地
幼
稚
園
年
長
）

広報よしのがわに関する問い合わせは市企画財政課まで
☎22－2221　FAX22－224415



［徳島県下水道標語コンクール］  最優秀賞　山瀬小学校４年　後藤　伶奈
清流を　未来の僕らに　リサイクル

　

吉
野
川
市
が
発
注
す
る
測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
お
よ
び
建
設
工
事

（
追
加
受
け
付
け
分
）
の
入
札
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
期
間
、
提
出

書
類
な
ど
に
つ
い
て
は
、
12
月
16
日
㈪

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

※
吉
野
川
市
で
は
、
徳
島
県
と
の
共
同

受
け
付
け
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
申
請

に
あ
た
っ
て
は
、
徳
島
県
へ
提
出
し
て

い
た
だ
く
書
類
も
あ
り
ま
す
の
で
、
徳

島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp/docs/2010120700023/

徳
島
県
電
子
入
札
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://e
-n

yu
sa

tsu
.p

re
f.

tokushim
a.jp/jsp/contentsList.

do?category=00015

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
７
７
６-

８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

吉
野
川
市
建
設
部
監
理
課

	

☎
22-

２
２
５
２

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
耕
作
面
積
や
家
族
な
ど
の
状
況

に
つ
い
て
、
農
家
の
方
か
ら
の
申
請
に

基
づ
き
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
中
旬
に
は
、
各
農
家
に
「
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
」（
平
成
26
年
１

月
１
日
現
在
）
を
お
送
り
し
ま
す
。
次

の
①
～
④
ま
で
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
農
業

委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

提
出
に
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

該
当
者

①
吉
野
川
市
に
住
所
を
有
す
る
方

②
平
成
26
年
度
末
現
在
、
年
齢
が
20
歳

以
上
の
方
（
平
成
６
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
）

③
１
０
０
０
㎡
＝
10
ａ
＝
１
反
３
分
以

上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業
務
を
営
む

方
、
お
よ
び
そ
の
方
の
親
族
ま
た
は
配

偶
者

④
耕
作
従
事
日
数
が
省
令
で
定
め
ら
れ

る
日
数
（
お
お
む
ね
60
日
）
以
上
の
方

※
平
成
26
年
度
は
現
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、改
選
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

立
候
補
者
が
定
数
を
上
回
っ
た
場
合
、

今
回
の
申
請
に
基
づ
き
、
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。

提
出
期
限　

平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

※
要
件
を
満
た
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
農
業
委
員
会	

☎
22-

２
２
２
７

　

こ
の
た
び
、
日
本
赤
十
字
社
か
ら
炊

飯
器
が
新
た
に
２
台
整
備
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
現
在
保
有
し
て
い
る

炊
飯
器
と
あ
わ
せ
て
４
台
に
な
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
期
に
各
地
区
に
１
台
ず

つ
設
置
し
ま
す
の
で
、
炊
き
出
し
訓
練

な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

設
置
場
所

【
鴨
島
地
区
】
吉
野
川
市
社
会
福
祉
協

議
会
鴨
島
支
所

【
川
島
地
区
】
川
島
公
民
館

【
山
川
地
区
】
季
邦
自
治
会
集
会
所
（
吉

野
川
市
消
防
団
山
川
方
面
第
八
分
団
詰

所
）

【
美
郷
地
区
】
吉
野
川
市
消
防
団
美
郷

方
面
第
三
・
第
六
分
団
詰
所

　

炊
飯
器
は
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
赤
十
字
社
活
動
支
援
費（
日
赤
社
費
）

を
財
源
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
日
赤
社
費
へ
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課　

福
祉
総
務
係

	

☎
22-

２
２
６
１

平
成
26
・
27
年
度
測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
お
よ
び

平
成
26
年
度
建
設
工
事（
追
加

受
け
付
け
分
）指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
の
提
出

赤
十
字
災
害
用
移
動
炊
飯
器
の

整
備
に
つ
い
て

災害用移動炊飯器

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
守
ろ
う
よ　

ル
ー
ル
は
誰
の　

た
め
に
あ
る	

吉
田　

優
希
（
西
麻
植
小
学
校
６
年
）

16



「
自
分
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、
活
動
し
て
い

ま
す
。
主
な
活
動
は
、
火
災
発
生
時
の

消
火
活
動
、
風
水
害
な
ど
の
災
害
発
生

時
の
救
助
・
救
出
活
動
、
警
戒
巡
視
、

平
常
時
に
お
い
て
の
消
火
・
水
防
訓
練
、

防
火
啓
発
な
ど
で
す
。

〈
主
な
待
遇
〉
公
務
災
害
補
償
（
活
動

中
に
負
傷
し
た
場
合
の
補
償
制
度
）、

被
服
の
貸
与
、
表
彰
制
度
、
退
職
報
償

金
（
一
定
期
間
以
上
勤
務
し
退
団
し
た

方
）問

い
合
わ
せ

市
防
災
対
策
課	

☎
22-

２
２
３
５

【
山
川
教
室
】

と
き　

１
月
12
日
㈰

と
こ
ろ　

山
川
公
民
館
（
１
階
料
理
実

習
室
）

定
員　

６
組
（
12
人
～
18
人
）

開
催
時
間　

い
ず
れ
の
教
室
も
午
前
10

時
～
午
後
１
時
（
終
了
予
定
）

参
加
費　

無
料

対
象
者　

吉
野
川
市
在
住
の
小
学
生

（
兄
弟
姉
妹
）
と
そ
の
親

※
調
理
室
の
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
関
係

上
、
１
組
に
つ
き
親
子
で
３
人
ま
で
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

持
参
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ

き
用
タ
オ
ル

申
込
締
切　

12
月
27
日
㈮
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
生
涯
学
習
課	

☎
22-

２
２
７
１

…
地
域
の
た
め
に
『
チ
カ
ラ
』
を
発
揮

し
て
み
ま
せ
ん
か
…

　

消
防
団
員
は
、
会
社
員
、
自
営
業
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
仕
事
を
持
ち
な
が
ら

［徳島県下水道標語コンクール］  佳作　山瀬小学校５年　谷　百華
よごれた水　まかせて安心　下水道

　

工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
員
４
人
以

上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
12

月
31
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け

る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な
調
査

で
、
調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
、
国
お
よ
び
地
域
行
政

施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
は

統
計
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
の
で
、

調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
企
画
財
政
課	

☎
22-

２
２
２
１

　

現
在
、
軽
自
動
車
の
新
規
検
査
手
続

き
な
ど
を
す
る
際
に
必
要
な
住
民
票
を

軽
自
動
車
税
申
告
用
と
し
て
無
料
で
交

平
成
25
年
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

軽
自
動
車
新
規
検
査
用
住
民
票

に
つ
い
て

付
し
て
い
ま
す
が
、
公
平
な
手
数
料
負

担
と
す
る
た
め
、
平
成
26
年
４
月
１
日

か
ら
有
料
（
１
通
４
５
０
円
）
と
し
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
市
民
生
活
課	

☎
22-

２
２
１
０

　
「
親
子
料
理
教
室
（
う
ど
ん
作
り
）」

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
し
た
い
日
を
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
鴨
島
教
室
】

と
き　

１
月
11
日
㈯

と
こ
ろ　

鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
１
階
調
理
室
）

定
員　

６
組
（
12
人
～
18
人
）

催

　し

募

　集

わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば

親
子
料
理
教
室（
う
ど
ん
作
り
）

消
防
団
員
に
な
っ
て

活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
わ
て
ず
に　

お
う
だ
ん
ほ
ど
う　

わ
た
り
ま
し
ょ
う	
片
桐　

陽
久
（
知
恵
島
幼
稚
園
す
み
れ
組
）

17



［徳島県下水道標語コンクール］  佳作　森山小学校６年　後藤　蒼一朗
めざそうよ　下水道百パーセントの　町づくり

　

吉
野
川
市
内
で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
吉
野
川
市
の

団
体
な
ど
を
紙
面
で
紹
介
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
申
込
書
な
ど

を
提
出
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
活
動
状
況
や
内
容
に
よ
っ
て

は
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
企
画
財
政
課	

☎
22-

２
２
２
１

開
催
日　

平
成
26
年
３
月
16
日
㈰

会
場　

吉
野
川
市
鴨
島
運
動
場
（
開
会

式
、
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

コ
ー
ス　

ハ
ー
フ
・
10
㎞
（
参
加
資
格
：

16
歳
以
上
、
参
加
費
３
０
０
０
円
）、

広
報
紙
を
使
っ
て
活
動
を
紹
介

し
て
み
ま
せ
ん
か

第
13
回
吉
野
川
市

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

参
加
者
募
集

３
㎞
（
参
加
資
格
：
小
学
４
年
生
以
上
・

中
学
生
、
参
加
費
無
料
）

申
込
期
限　

平
成
26
年
１
月
31
日
㈮

募
集
人
数　

ハ
ー
フ
：
１
８
０
０
人
、

10
㎞
：
２
０
０
人
、
３
㎞
：
定
員
な
し

（
ハ
ー
フ
・
10
㎞
は
先
着
順
で
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

申
し
込
み
方
法　

申
し
込
み
方
法
な
ど

は
、
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://yoshinogaw
a-city-riverside.

com
問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
生
涯
学

習
課
内
）	

☎
22-

２
２
７
１

昨年度のリバーサイドハーフマラソン

●事業所得等を有する白色申告の方に対する現行の記帳・帳簿などの保存制度について、平
　成26年１月から対象となる方が拡大されます。

～ 税務署からのお知らせ ～

◎対象となる方
　事業所得、不動産所得または山林所得を生ずべき業務を行う全ての方です。
　※所得税の申告が必要ない方も、記帳・帳簿などの保存制度の対象となります。

◎記帳する内容
　売上げなどの収入金額、仕入れや経費に関する事項について、取引の年月日、売上先・仕入先
その他の相手方の名称、金額、日々の売上げ・仕入れ・経費の金額などを帳簿に記載します。

◎帳簿等の保存
　収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け取った請求書・
領収書などの書類を保存する必要があります。

平成26年1月からの記帳・帳簿等保存制度

平成26年1月から
記帳・帳簿等の保存制度の
対象者が拡大されます

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ゆ
ず
り
あ
う　

そ
の
心
こ
そ　

い
の
ち
の
ル
ー
ル	

中
野　

龍
空
（
川
島
小
学
校
１
年
）
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吉
野
川
市
の
宝
も
の

　

今
か
ら
数
百
年
以
上
昔
か
ら
、

こ
の
土
地
に
井
田
神
社
が
あ
り
、

大
グ
ス
は
そ
の
神
木
と
し
て
残
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
大
き
さ
は
、
全
長
が
24

メ
ー
ト
ル
、
枝
の
張
り
は
周
囲
の

直
径
が
32
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
あ
た
り
は
室
町
時
代
領
主

細
川
氏
の
代
官
谷た

に

馬う
ま

之の

介す
け

が
住
ん

で
い
た
と
こ
ろ
と
も
い
わ
れ
、
谷

屋
敷
と
い
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

付
近
に
古
墳
が
あ
り
、
土
器
が
出

土
し
た
と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
あ
た
り
は
川

田
の
政
治
、
文
化
の
中
心
を
な
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。　

（
山
川
町
史
よ
り
）

吉
野
川
市
指
定
文
化
財

『
井
田
の
大
グ
ス
』

（
山
川
町
井
上
67
番
地
）

　

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方

は
、
浄
化
槽
の
保
守
点
検
や
清
掃

が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
、
浄

化
槽
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る
か

を
確
認
す
る
水
質
検
査
（
法
定
検

査
）
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。

　

次
の
期
間
に
、
県
知
事
指
定
検

査
機
関
で
あ
る
（
公
社
）
徳
島
県

環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
連

絡
・
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

検
査
実
施
期
間

	

12
月
16
日
㈪
～
26
日
㈭

問
い
合
わ
せ

（
公
社
）
徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン

タ
ー

☎
０
８
８
（
６
３
６
）
１
２
３
４

℻
０
８
８
（
６
３
６
）
１
１
２
２

と
き　

平
成
26
年
１
月
19
日
㈰

	

午
前
10
時

と
こ
ろ　

徳
島
県
徳
島
合
同
庁
舎

（
徳
島
市
新
蔵
町
一
丁
目
67
）

試
験
科
目　

知
識
試
験
、
適
性
試

験
、
技
能
試
験

申
請
書
提
出
期
限

	

平
成
26
年
１
月
９
日
㈭

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
（
月
～
金
曜
日
）

※
他
市
町
村
に
住
所
を
有
す
る
方

は
、
申
込
先
お
よ
び
試
験
場
所
が

異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

徳
島
県
東
部
農
林
水
産
局

	

林
業
振
興
担
当

☎
０
８
８
（
６
２
６
）
８
５
８
３

市
農
業
振
興
課

	

☎
22-

２
２
２
８

　

こ
れ
か
ら
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食

中
毒
が
多
発
す
る
シ
ー
ズ
ン
が

や
っ
て
き
ま
す
。
食
事
を
作
る
時

や
食
事
を
す
る
前
な
ど
、手
洗
い
・

消
毒
を
し
っ
か
り
行
っ
て
食
中
毒

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

○
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
に
つ
い
て

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
非
常
に
感
染

力
が
強
く
、
10
個
か
ら
１
０
０
個

程
度
の
少
量
で
感
染
が
起
こ
り
ま

す
。
患
者
の
便
や
吐
物
の
中
に
は

１
０
０
万
個
か
ら
１
０
０
億
個
／

グ
ラ
ム
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま

れ
、
二
次
感
染
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
の
発
生
状

況
　

平
成
24
年
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食

中
毒
は
、
全
国
で
２
９
７
件
発
生

し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
冬
場

（
12
月
か
ら
３
月
）
の
４
カ
月
間

で
、全
体
の
約
72
％
（
２
１
４
件
）

を
占
め
て
い
ま
す
。

感
染
経
路

①
ウ
イ
ル
ス
を
も
っ
た
二
枚
貝

（
生
ガ
キ
な
ど
）
を
生
食
ま
た
は

加
熱
不
十
分
で
食
べ
た
場
合

②
食
品
取
扱
者
（
家
庭
で
の
調
理

者
を
含
む
）
が
感
染
し
て
お
り
、

そ
の
人
を
介
し
て
汚
染
し
た
食
品

を
食
べ
た
場
合

③
患
者
が
嘔お

う

吐と

し
た
と
き
の
飛ひ

沫ま
つ

や
、
乾
燥
し
た
吐
物
中
の
ウ
イ
ル

ス
を
吸
い
込
ん
だ
場
合

症
状

　

感
染
し
て
か
ら
発
症
す
る
ま
で

の
時
間
は
24
～
48
時
間
程
度
で
、

主
な
症
状
は
吐
き
気
、
嘔
吐
、
下

痢
や
腹
痛
で
あ
り
、
発
熱
は
軽
度

で
す
。
通
常
は
、
こ
れ
ら
の
症
状

が
１
～
２
日
続
い
た
後
治
癒
し
、

後
遺
症
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
や
高
齢
者

で
は
、
重
篤
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防

①
加
熱　

食
品
の
中
心
部
ま
で
十

分
に
加
熱
し
て
く
だ
さ
い
。
85
度

で
１
分
以
上
の
加
熱
に
よ
り
、
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
は
失
わ
れ

ま
す
。

②
手
洗
い　

石
け
ん
を
使
用
し
、

手
を
よ
く
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。
消

毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
で
は
効
果
が
期

待
で
き
な
い
の
で
、
十
分
手
洗
い

を
し
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
洗
い
流

し
て
く
だ
さ
い
。

③
消
毒　

調
理
器
具
な
ど
の
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
の
消
毒
に
は
、
次
亜
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
素
系
の
漂

白
剤
な
ど
）
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ

吉
野
川
保
健
所　

生
活
衛
生
担
当

	

☎
36-

９
０
１
６

　

10
月
18
日
、
農
林
水
産
統
計
の

重
要
性
を
認
識
し
、
永
年
に
わ
た

り
調
査
業
務
に
協
力
さ
れ
た
と
し

て
、
上
田
和
男
さ
ん
（
鴨
島
町
上

浦
）
が
農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝

状
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

中
国
四
国
農
政
局

	

徳
島
地
域
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
５
３
）
２
１
１
５

生
活
ト
ピ
ッ
ク
ス

浄
化
槽
法
定
検
査
の

お
知
ら
せ

平
成
25
年
度
徳
島
県
狩
猟

免
許
試
験
の
お
知
ら
せ

冬
場
の
食
中
毒
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

平
成
25
年
度
農
林
水
産

大
臣
感
謝
状
を
受
賞

12
月
20
日
県
下
一
斉

防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ

　

徳
島
県
で
は
、県
下
一
斉
の「
と
く
し
ま
情
報
伝
達
訓
練
」を
行
い
ま
す
。お
持
ち
の
携
帯
電
話
に
、緊
急
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）

を
県
下
一
斉
に
配
信
し
、そ
れ
を
合
図
に
机
の
下
に
隠
れ
る
な
ど
の
身
を
守
る
行
動
を
１
分
程
度
と
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。自
主

的
に
参
加
す
る
簡
単
な
訓
練
で
す
の
で
、皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り
ま
す
の
で
、式
典
出
席
時
な
ど
都
合
が
悪
い
場
合
は
、電
源
を
オ
フ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

12
月
20
日
㈮　

午
後
２
時

○
問
い
合
わ
せ

徳
島
県
危
機
管
理
部
南
海
地
震
防
災
課
防
災
業
務
係

　
　
　

 

☎
０
８
８（
６
２
１
）２
２
８
１
・
２
７
１
６
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再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方

を
対
象
に
、
職
業
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

訓
練
期
間　

平
成
26
年
２
月
３
日

㈪
～
７
月
31
日
㈭

▼
機
械
加
工
技
術
科
（
６
カ
月
）

　

金
属
加
工
製
品
の
製
造
に
必
要

な
、
機
械
加
工
作
業
（
切
削
加

工
）
や
溶
接
作
業
に
つ
い
て
の
知

識
お
よ
び
技
能
を
習
得
し
、
そ
の

際
に
必
要
な
切
削
理
論
、
測
定
技

術
、
図
面
の
知
識
な
ど
、「
も
の

づ
く
り
」
に
必
要
な
基
盤
技
術
お

よ
び
関
連
知
識
の
習
得
を
め
ざ
し

ま
す
。

▼
住
環
境
計
画
科
（
６
カ
月
）

　

住
宅
の
営
業
職
ま
た
は
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
め
ざ
し
、
建
築
関
連
知

識
か
ら
内
装
・
設
備
、
特
に
省
エ

ネ
関
連
の
知
識
・
技
術
、
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
に
最
適
な
住
空
間
の
計

画
・
提
案
を
す
る
た
め
の
知
識
・

技
術
の
習
得
を
め
ざ
し
ま
す
。

対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な

ど※
選
考
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
必
要
で
す
。

募
集
期
間　

12
月
２
日
㈪
～
１
月

６
日
㈪

問
い
合
わ
せ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島

☎
０
８
８
（
６
５
４
）
５
１
０
２

　

徳
島
県
交
通
安
全
協
会
で
は
、

協
会
の
会
員
を
対
象
に
、
長
年
に

わ
た
り
無
事
故
・
無
違
反
で
、
交

通
規
則
を
よ
く
守
り
、
常
に
安
全

運
転
に
心
が
け
、
ほ
か
の
運
転
者

の
規
範
と
な
る
方
の
表
彰
を
行
い

ま
す
。

　

表
彰
は
、そ
れ
ぞ
れ
10
年
以
上
、

15
年
以
上
、
20
年
以
上
、
30
年
以

上
の
無
事
故
、
無
違
反
の
方
と
し

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
平
成

26
年
１
月
20
日
㈪
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

吉
野
川
警
察
署
内　

吉
野
川
市
交
通
安
全
協
会

	

☎
25-

６
１
１
０

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

１
月
６
日
㈪
、
２
月
３
日

㈪
午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

12
月
11
日
㈬
、
１
月
８
日

㈬
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

	

☎
24-

２
１
６
６

感
謝
の
サ
ン
ク
ス
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

パ
ン
ド
ル
（
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
演

奏
）、
野
木
啓
太
（
ギ
タ
ー
弾
き

語
り
・
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
）、
ゆ

き
な
（
歌
と
踊
り
）

と
き　

12
月
15
日
㈰

	
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人

ホ
ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決

行
）

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会	

☎
24-

３
７
２
５（
鎌
田
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
徳
島

職
業
訓
練
生
の
募
集
に
つ
い
て

優
良
運
転
者
表
彰

巡
回
職
業
相
談

第
１
６
2
回

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

す
。
２
０
０
円
×
４
８
０
月（
40
年
）

＝
９
万
６
０
０
０
円
］

問
い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係	

☎
22-

２
２
１
３

徳
島
北
年
金
事
務
所　

国
民
年

金
課☎

０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

　

電
話
に
よ
る
事
前
予
約
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
徳
島
県
社
会
保

険
労
務
士
会
ま
た
は
、
国
保
年
金

課
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

予
約
の
際
に
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
基
礎
年
金
番
号
、
電

話
番
号
、
相
談
内
容
な
ど
に
つ
い

て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
12
月
19
日
㈭	

午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
平
成
26
年
１
月
23
日
㈭	

午
前
10

時
～
午
後
３
時
／
本
館
１
階
相
談

室※
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
、

印
鑑
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の
、

ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど
が
必
要
で

す
。問

い
合
わ
せ

徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
１
２
０-

９
６
７
９
５
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係	

☎
22-

２
２
１
３

　

付
加
年
金
と
は
、
老
齢
基
礎
年

金
と
合
わ
せ
て
受
給
で
き
る
終
身

年
金
で
す
。
国
民
年
金
定
額
保
険

料
（
１
万
５
０
４
０
円
）
に
付
加

保
険
料
を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る

こ
と
で
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加

年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

○
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

○
任
意
加
入
被
保
険
者
（
65
歳
以

上
の
方
を
除
く
）

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方

は
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
月
額
４
０
０
円

○
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し

込
み
を
し
た
月
分
か
ら
で
す
。

※
納
付
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
や
、

定
額
保
険
料
が
未
納
の
場
合
は
、

納
付
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

○
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付

月
数
［
例
：
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
40
年
間
、
付
加
保
険
料
を
納
め

て
い
た
場
合
に
も
ら
え
る
付
加
年

金
額
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

国
民
年
金
だ
よ
り

付
加
年
金
に
つ
い
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
方

付
加
保
険
料
の
額
お
よ
び
納
付

付
加
年
金
額（
年
額
）

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
思
い
や
る　

心
で
防
げ
る　

交
通
事
故	

島
田　

葉
那
（
学
島
小
学
校
６
年
）
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［徳島県下水道標語コンクール］  佳作　鴨島第一中学校２年　北川　陽菜
下水道　整備して川に　蛍よぶ

平成25年11月１日現在

住民基本台帳（前月比）

計 44,065 （−25）

男 20,792 （−13）

女 23,273 （−12）

世帯数 17,968 （　  5）

※65歳以上人口
計 13,678人  男 5,712人  女 7,966人

〈人　　　権　　　相　　　談〉
 1 月21日㈫ 13:30～16:00 交流センター人権擁護委員会室
 1 月28日㈫ 13:30～16:00 山川公民館第１会議室
 2 月13日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室

〈行　　　政　　　相　　　談〉
12月12日㈭ 9:00～12:00 市役所本館１階相談室
12月19日㈭ 13:00～16:00 美郷支所会議室
 1 月 6 日㈪ 10:00～12:00 山川公民館第１会議室
 1 月 7 日㈫ 13:00～16:00 川島公民館会議室
 1 月 9 日㈭ 9:00～12:00 市役所本館１階相談室

〈司法書士会による無料法律相談〉
12月20日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室
 1 月17日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

市民のうごき 今
月
の
税

市
民
税

第
３
期

納
期
限

12
月
25
日
㈬

※
累
計
は
平
成
25
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　　災 市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

９
月 2件

累
計 16件

救急出動

９
月 147件

累
計1,400件

	

◆
イ
ベ
ン
ト
案
内
◆	

○
仔
羊
会
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

	

12
月
22
日
㈰
午
後
０
時
30
分

○
鴨
島
歌
謡
カ
ラ
オ
ケ
大
会

平
成
26
年
１
月
５
日
㈰

	
午
前
10
時

○
宝
く
じ
文
化
公
演

吉
本
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

前
売
券
発
売
中
！
一
般
２
０
０
０

円
、
高
校
生
以
下
１
０
０
０
円　

（
宝
く
じ
助
成
に
よ
る
特
別
料
金
）

※
当
日
は
５
０
０
円
増

と
き　

１
月
19
日
㈰
開
演
午
後
２

時
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

出
演
者　

宮
川
大
助
・
花
子
、
Ｗ

ヤ
ン
グ
、
り
あ
る
キ
ッ
ズ
、
川
上

じ
ゅ
ん
、
も
り
や
す
バ
ン
バ
ン
ビ

ガ
ロ

	

◆
１
月
の
講
座
案
内
◆	

○
歴
史　

見
性
寺
の
変

	

８
日
㈬
午
前
10
時

○
身
近
な
く
ら
し
の
法
律
知
識

「
土
地
の
境
界
に
つ
い
て
」

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

【
１
日
体
験
講
座
の
ご
案
内
】

◆
子
ど
も
書
き
初
め
教
室

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
一
年
の
希

望
や
目
標
を
力
強
く
毛
筆
で
書
い

て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き　

平
成
26
年
１
月
５
日
㈰

	

午
前
10
時
～
正
午

対
象　

小
学
１
～
６
年
生

定
員　

25
人

講
師　

吉
野
川
市
書
人
会

参
加
費　

無
料

準
備
物　

書
道
用
具
一
式
、
画
仙

紙
な
ど
は
書
人
会
で
用
意
し
ま

す
。

そ
の
他　

保
護
者
な
ど
同
伴
で
参

加
く
だ
さ
い
。
児
童
の
み
の
参
加

も
可
能
で
す
。

◆
吉
野
川
市
文
化
協
会
・
講
演
会

と
き　

平
成
26
年
１
月
25
日
㈯

	

午
後
１
時
30
分
～
３
時

	

（
開
場　

午
後
１
時
）

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館

演
題
「
女
性
の
品
格
、
地
域
の
品

格
」

講
師　

坂
東
眞
理
子
さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
／
富
山
県
生
ま

れ
１
９
６
９
年
東
京
大
学
卒
業

後
、
総
理
府
入
省
、
１
９
９
８
年

～
２
０
０
０
年
ブ
リ
ス
ベ
ン
総
領

事
、
２
０
０
１
年
～
２
０
０
３

年
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
長
、

２
０
０
７
年
～
昭
和
女
子
大
学
学

長　

現
在
に
至
る
。

著
書
／
「
図
説　

世
界
の
中
の
日

本
の
暮
ら
し
」「
新　

家
族
の
時

代
」「
女
性
の
品
格
」
な
ど
多
数
。

入
場
料　
　
　
　

	
１
０
０
０
円

	

（
当
日
１
２
０
０
円
）

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
吉
野
川
市
文
化
協
会

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

☎
22-

０
０
１
５

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

　

川
島
薬
草
園
に
あ
る
ク
コ
は
、

堤
防
や
路
傍
に
自
生
し
ま
す
が
、

庭
な
ど
に
も
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

乾
燥
し
た
ク
コ
の
実
は
、
ブ
ド
ウ

に
似
て
甘
く
、
そ
の
ま
ま
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
日
30
粒
程

度
食
べ
る
と
老
化
防
止
に
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
草
10

～
20
グ
ラ
ム
を
煎
じ
て
服
用
す
れ

ば
、
不
眠
、
口
内
炎
、
咳
、
神
経
痛
、

リ
ウ
マ
チ
な
ど
に
効
果
が
あ
る
そ

う
で
す
。
果
実
、
葉
茎
、
根
を
洗
っ

て
適
当
に
刻
み
、
天
日
で
乾
燥
し
、

２
倍
の
量
の
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
ー
に

漬
け
て
３
カ
月
熟
成
し
、
こ
れ
を

服
用
す
れ
ば
、
強
壮
、
動
脈
硬
化
、

腎
臓
病
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）

ク
コ	

ナ
ス
科

川
島
薬
草
園

	

８
日
㈬
午
後
１
時
30
分

○
食
と
農
の
知
っ
得

「
よ
く
わ
か
る
食
品
と
環
境
」

	

16
日
㈭
午
前
10
時

○
Ｆ
Ｐ
か
ら
学
ぶ
く
ら
し
と
お
金

「
今
備
え
る
自
宅
と
土
地
活
用
策
」

	

18
日
㈯
午
前
10
時

	

◆
出
演
者
募
集
◆	

○
子
ど
も
文
化
祭
出
演
者
大
募
集

募
集
期
限

	

平
成
26
年
１
月
中
旬
ま
で

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館	

☎
24-

５
１
１
１

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

あ
ご
ひ
も
し
め
て　

さ
あ
出
発	

山
内　

悠
希
（
山
瀬
小
学
校
３
年
）
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［徳島県下水道標語コンクール］  佳作　鴨島第一中学校２年　上野　晏希
下水道　僕らの川の　救世主

　外から帰ってきたら「うがい」や「手洗い」をするように習慣付けましょう。手やのど
に付いたウイルスを洗い流して、ウイルスの増殖を抑えます。また、ウイルスは空気が
乾燥していると、部屋に飛散し活動が活発になります。部屋を暖めるときには加湿器
を使い、ウイルスの活動を抑制させましょう。加湿器が無い場合には、濡れタオルな
どを部屋に干しておけば同じような効果が得られます。 

　この季節は、感染症にかかりやすい時期です。感染症予防の基本は、うがいと手洗い、栄養や水分の
補給といわれています。無理をしないで、十分な睡眠をとり、栄養バランスを考えた食事なども大切
です。また、強いストレスは、リンパ球を抑制して免疫力を低下させるので、上手にストレスを発散する
ことも忘れないようにしましょう。

その①

　免疫力をつけて、感染症に打ち勝つ力を付けましょう。健康な身体で免疫力が高い
と、ウイルスが体内に侵入してきても増殖ができないため、軽い症状で済みます。その②

　バランスのとれた食事を心掛けましょう。疲労回復やエネルギー代謝にも重要な
ビタミンＢ群、心身の抵抗力を付けるビタミンＣ、体の機能を調整するミネラル類は
十分に補給してください。

その③

感染症に気を付けて！！

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

【
年
末
特
別
警
戒
】

12
月
１
日
㈰
か
ら
12
月
31
日
㈫

　

年
末
は
、
各
種
犯
罪
や
交
通
事

故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
毎

年
12
月
に
「
年
末
特
別
警
戒
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

県
民
生
活
の
安
全
と
平
穏
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
、
ま
た
、
地
域
の
安
全
を
守

る
会
、
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
、

青
パ
ト
実
施
団
体
、
防
犯
協
会
、

交
通
安
全
協
会
、
自
治
体
、
町
内

会
な
ど
の
地
域
安
全
活
動
を
行
う

関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
自

主
防
犯
意
識
の
高
揚
と
各
種
自
主

防
犯
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

　

活
動
の
重
点
は

１　

金
融
機
関
な
ど
を
対
象
と
し

た
強
盗
事
件
な
ど
の
未
然
防
止

活
動
の
強
化

２　

振
り
込
め
詐
欺
、
振
り
込
め

類
似
詐
欺
撲
滅
対
策
の
推
進

３　

少
年
非
行
防
止
活
動
の
推
進

４　

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動

の
推
進　

５　

雑
踏
事
故
防
止

　

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動

◆
実
施
期
間　

12
月
10
日
㈫
～
平

成
26
年
１
月
10
日
㈮

◆
実
施
目
的　

年
末
年
始
に
、
交

通
量
の
増
加
な
ど
を
伴
う
交
通
事

故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
広
く
県
民
に
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣

づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

の
防
止
を
図
る
こ
と
で
す
。

◆
実
施
の
重
点　

飲
酒
運
転
な
ど

無
謀
運
転
の
追
放
、
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
、
夕
暮
れ
時
の
早
め

の
ラ
イ
ト
点
灯
と
反
射
タ
ス
キ
の

効
果
的
活
用

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
警
察
署	

☎
25-

６
１
１
０

鴨
島
町
交
番	

☎
24-

２
３
３
１

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

と
き　

12
月
15
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所

本
館
１
階
相
談
室　
　

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課
徴
収
係

　
　
　

☎
22-

２
２
１
５

市
国
保
年
金
課

　

☎
22-

２
２
１
３

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

休
日
納
付
相
談
　
　
　
　
　

今
月
の
健
康

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対
策

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
は
、
ウ
エ
ス
ト
周
囲
径
（
男

性
85
㎝
以
上
、
女
性
90
㎝
以
上
）

に
加
え
、
高
血
糖
、
脂
質
異
常
、

高
血
圧
の
い
ず
れ
か
２
つ
以
上

を
重
ね
持
っ
た
状
態
で
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

病
気
を
発
症
す
る
危
険
性
は
、

危
険
因
子
の
数
と
大
き
く
関
わ

り
が
あ
り
、
危
険
因
子
の
数
が

多
い
ほ
ど
危
険
度
は
高
ま
り
ま

す
。
例
え
ば
心
臓
病
の
場
合
、

危
険
因
子
が
な
い
人
の
危
険
度

を
１
と
す
る
と
、
危
険
因
子
が

１
個
の
場
合
は
５
倍
、
２
個
の

場
合
は
６
倍
、
３
～
４
個
の
場

合
、
危
険
度
は
急
激
に
上
昇
し
、

な
ん
と
36
倍
に
も
な
り
ま
す
。

　

今
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
状

態
な
の
か
、
自
覚
症
状
だ
け
で

は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
健
診
デ
ー

タ
で
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

１
月
号
は
「
免
疫
力
」
に
つ

い
て
掲
載
し
ま
す
。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

た
よ
れ
る
あ
な
た
の　

命
づ
な	

櫻
本　

佳
奈
（
川
田
小
学
校
６
年
）

22



　平成25年10月25日（金）予定の肺がん・結核検診が台風27号のため中止となりましたので、次の日程で
実施します。今年度最後の検診となりますので、受診できなかった方は必ず受けてください。肺がん・
結核検診は申し込み不要です。

●肺がん・結核検診対象者
　40歳以上（昭和49年３月31日以前に生まれた方）で、今年４月以降に胸部エックス線検査を受けていない方

●検診（胸部エックス線検査・喀痰検査）について
■肺がん検診：40歳～64歳以下の方
■肺がん・結核検診：65歳以上の方
■喀痰検査：次の①②に該当する方で希望される方
　①50歳（昭和39年３月31日以前に生まれた方）以上の方で喫煙指数（1日本数×年数）が600以上の方
　②最近６カ月以内に血痰のあった方
※検診当日、受け付けにお申し出ください。喀痰容器と郵送用封筒をお渡しします。

●個人負担金
　①胸部エックス線検査：無料
　②喀痰検査：500円（検診当日にお支払いいただきますので、希望される方は検査料をご用意ください。
　　　　　　　　　　 70歳以上の方・市民税非課税の方は無料です。）

１月の肺がん・結核検診と胃がん検診のお知らせ

★大腸がん・乳がん・子宮頸がん検診の無料クーポン対象の方へ
無料クーポン券の有効期限は平成26年１月31日（金）までとなっています。

まだ受診されていない方は、必ず検診を受けましょう。

※文化研修センターでは、胃がん検診も同日実施します（定員50人）。
40歳以上で胃がん検診をご希望の方は、健康推進課へお申し込みください（定員になり次第締め切り）。
　　　　　●検 査 内 容：バリウムによる胃部エックス線検査
　　　　　●個人負担金：900円（70歳以上、市民税非課税世帯の方は無料）

◆肺がん検診受診券をご持参ください。
・40歳～74歳の方の肺がん検診受診券は５月下旬に他のがん検診などの受診券と一緒にお送りしています。
・75歳以上の方には、８月上旬に受診券をお送りしています。
・受診券をなくされた方は健康推進課（本館１階）へご連絡ください。
・検診にはボタン、ファスナーなどのない軽装でお越しください。
・当日の朝、大雨および暴風警報が発令された場合には、検診を中止します。

（注意）

かくたん

午前８時30分～10時 文化研修センター 肺がん・結核、胃がん検診
平成26年１月20日（月） 午前11時～正午 山瀬地区公民館

肺がん・結核検診
午後１時30分～２時30分 中部農業改善センター

受　付　時　間 場　　　所 検　診　内　容実　施　日

［徳島県下水道標語コンクール］  佳作　鴨島第一中学校３年　岡崎　成美
下水道　みんなの街の　必需品

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268
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　９月30日に、今年度第１回となる介護予防サポーター育成講座が開催されました。
　介護予防サポーター育成講座（３回シリーズ）は、受講後に地域の介護予防活動の中心となるボランティア
になるための講座です。
　第１回は、『介護予防の必要性』を学び、『高齢者のからだの特徴』を疑似体験した後、（医）鴨島病院理学
療法士の田村英司さんから、『介護予防体操』の必要性や、『介護予防体操』パンフレットを使っての『貯筋体
操』、『ストレッチ』などの実技について学びました。

　目にすりガラス状のゴーグルをつけ、手袋を
はき、手足に重りをつけた状態で、箸で小豆を
つまむという作業を体験しました。

　市では、介護予防に役立てていただくために、『介護予防体操』パンフレット、認知症予防のための『楽し
い脳体操』パンフレットを作成しています。現在、『介護予防体操』はVol.１～12、『楽しい脳体操』はVol.１～
４まであります。パンフレットは、市役所および各支所（川島、山川、美郷）に備え付けていますので、ご自身
や家族の健康のために、ぜひご活用ください。

平成25年度
第１回介護予防サポーター
育成講座が開催されました！！

～介護予防体操・楽しい脳体操パンフレットのご紹介～～介護予防体操・楽しい脳体操パンフレットのご紹介～

認知症予防について、
遊びを交えながら
楽しく解説しています。

見づらいし
思ったように
できんなあ…

腰痛・膝痛のある方でもできる体操や貯筋体操など、
写真入りで分かりやすく解説しています。

【介護予防体操パンフレット】 【楽しい脳体操パンフレット】

《疑似体験の様子》

●問い合わせ　市介護保険課地域包括支援センター　☎22-2265
［徳島県下水道標語コンクール］  佳作　鴨島第一中学校３年　林　夏実

下水道　水をきれいに　変える道
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1月の行事予定

☆赤ちゃんヨガ＆ベビーマッサージ
　チャイルドヨガ＆チャイルドマッサージ
対象：０カ月～歩くまで（10：00～）　１歳～３歳（11：00～）
参加費：100円（当日集金します）
ベビー持参物：バスタオル１枚、フェイスタオル２枚、お茶やミルク
　　　　　　　（水分補給）、オムツをはずすため防水シート
チャイルド持参物：バスタオル２枚、飲み物
＊保護者は動きやすい服装で来てください。
＊申し込みが必要です。15日（水）から受け付けを開始します。
＊プレママ（妊娠中のママ）も一緒に参加してみませんか？
　赤ちゃんが産まれてからのイメージトレーニング、または気分転換に…
　先輩ママのアドバイスあり！情報交換もできる！
　子育ての楽しさが倍増します☆
　参加希望されるプレママさんは、前日までに
　お申し込みください。

27日　育児相談
講師：特定非営利活動法人　こどもの発達研究室きりん
　　　保育士　佐藤睦子先生

※お誕生会　対象：１月生まれのおともだち
＊申し込みが必要です。１月生まれのお子さんは、前日までに申し込んで
　ください。該当児以外でも、一緒に楽しめます。

17日　木のおもちゃたくさんあればおもしろい！
井村先生の楽しい木のおもちゃがちびっこドームへやってくる！

●たこ作り
＊申し込みが必要です。12月19日（木）から受け付けを開始します。

先着７組先着15組

新年あけまして交流会！
新年の抱負や子育てについてみんなでわいわいお話しませんか？
今年はどんな年になるかな？どんな年にしたいかな？

先着10組♪Let’s Enjoy English ～親子で英語を楽しもう～
対象：３歳～未就学児
＊申し込みが必要です。６日（月）から受け付けを開始します。

吉野川市子育て支援センター
●開館日：月曜日～金曜日　午前9時～午後5時
●場　所：旧阿麻名郡連事務所
●問い合わせ：TEL 25－6616  FAX 25－6617
● E-mail：kosodateshien-c@city.yoshinogawa.lg.jp

行事は都合で変更する場合があります。申し込みが必要な行事については、
吉野川市内在住の方に限ります。電話での申し込みも可能です。

行事の時の自由遊びはできません。

31日　盲導犬のお話とふれあい体験
講師：盲導犬ユーザー鶴野克子さんと盲導犬ホップくん！

7　●予約制
たこ作り
（10：30～11：00）

8
子育て何でも相談
(10:30～11:30)
家庭相談員がお聞きします。

9
新年あけまして交流会！
(10:30～11:00)
身体測定

10
ほっこり♥
カフェタイム
（14：00～15：00）

6
自由遊び

＊英語受付開始

14
絵本の読み聞かせ
（10：30～11：00）
講師：読み聞かせ
　　　グループかぶとむし
♪予約制
Let’s Enjoy English
～親子で英語を楽しもう～
（16：00～16：30）
講師：筑木純子さん

15
自由遊び

＊赤ちゃん・チャイルド
受付開始

16
身体測定

17
木のおもちゃ
たくさんあれば
おもしろい！
（10：30～11：30）
講師：阿波手作り

おもちゃ館
井村雄三先生

13
成人の日

21
自由遊び

22　※予約制
お誕生会
（10：30～11：00）
講師：お話グループ

みるく

23　☆予約制
赤ちゃんヨガ&
ベビーマッサージ
（10：00～10：30）
チャイルドヨガ&
チャイルドマッサージ
（11：00～11：30）
講師：ママと赤ちゃんの
トータルサロンmana＊

身体測定

24
ほっこり♥
カフェタイム
（14：00～15：00）

20
ゆきこおばちゃん
と遊ぼう!
（10：30～11：00）
講師：後藤田幸子さん

28
リトミックであそぼう♪
（10：30～11：00）
講師：市原恭子さん
         ひろとお兄ちゃん

29
自由遊び

30
身体測定

31
盲導犬のお話と
ふれあい体験
（10：30～11：30）

27
育児相談
（10：00～12：00）

1
元日

2
休館日

3
休館日

11

18

25

4

5

12

19

26

火 水 木 金月 土日

［徳島県下水道標語コンクール］  佳作　鴨島第一中学校３年　𠮷本　輝己
徳島に　もっと下水道を　増やしたい
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［徳島県下水道標語コンクール］  佳作　市立川島中学校１年　元木　紀世美
下水道　町の生活　守る道

●問い合わせ　市介護保険課　介護予防係　☎22-2265

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

☆平日／17時〜23時  ☆休日／8時〜23時  ☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
 （☎26-1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22-2268

12月 １月 医　院　名 電話番号
11 10 渡 辺 医 院 24-7177
12 20 四 宮 医 院 25-2016
13 14 石 原 小 児 科 24-2388
14 21 杉 山 医 院 25-2802
⑮ 30 富 本 医 院 42-3123
16 22 鈴 木 内 科 ( 敷 地 ) 24-5880
17 18 阿 部 整 形 外 科 24-4880
18 24 鈴 木 内 科 ( 喜 来 ) 24-3413
19 � 中西内科クリニック 42-6755
20 ⑬ 鴨 島 耳 鼻 咽 喉 科 24-8070
21 ⑲ いぬい産科婦人科クリニック 22-1230
� 28 大 内 整 形 外 科 24-3058
� 29 工 藤 内 科 医 院 42-3113
24 グリーン耳鼻咽喉科 24-2488
25 ⑫ リバーサイドクリニック岡田 24-8884

12月 １月 医　院　名 電話番号
26 石原内科循環器科 24-2536
27 森 住 内 科 医 院 22-3010
28 山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533
� 27 井 内 内 科 24-3070
30 31 麻名内科外科クリニック 26-0020
� 木 村 内 科 胃 腸 科 24-6413

① 美 摩 病 院 24-2957
② 矢 田 医 院 25-2006
③ 岸 整 形 外 科 25-3133
4 知恵島皮膚科診療所 36-9012
⑤ 杏 和 医 院 22-0333
6 かなめ小児科内科クリニック 26-0310
7 あ お ぞ ら 内 科 22-1311
8 さ く ら 診 療 所 42-5520
9 糸田川クリニック 24-7555

12月・１月

夜間・休日在宅当番医表

7月・8月の介護予防教室

12

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容

11 水 13:30～14:30 中枝老人憩の家 美 郷

健

康

チ

ェ

ッ

ク

楽 し い 脳 体 操

12 木 9:00～11:00 西麻植地区公民館 鴨 島 介 護 予 防 体 操

16 月 9:30～10:30 山瀬地区公民館 山 川 口腔 (こうくう) ケア

17 火
9:30～10:30 三山老人憩の家 美 郷 口 腔 ケ ア

13:30～14:30 湯立会館 山 川 口 腔 ケ ア

18 水 13:30～14:30 知恵島地区公民館 鴨 島 楽 し い 脳 体 操

19 木 9:30～10:30 こだま会館 川 島 介 護 予 防 体 操

20 金
9:30～10:30 鍛冶屋敷公会堂 川 島 口 腔 ケ ア

13:30～14:30 飯尾会館 鴨 島 栄 養 の お 話

24 火 9:30～10:30 喜来老人憩の家 鴨 島 栄 養 の お 話

25 水 9:30～10:30 城戸下浦高開集落センター 美 郷 介 護 予 防 体 操

１
　
　
月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容

8 水 9:30～10:30 川島公民館久保田分館 川 島 健
康
チ
ェ
ッ
ク

栄 養 の お 話

9 木 9:00～11:00 西麻植地区公民館 鴨 島

10 金
9:30～10:30 三ッ島西公会堂 川 島 栄 養 の お 話

9:30～10:30 川島公民館岡山分館 川 島 介 護 予 防 体 操

12月・１月の介護予防教室

12月 １月 医　院　名 電話番号
11 和 田 耳 鼻 咽 喉 科 24-2566
15 糸 田 川 眼 科 24-2531
16 古本内科クリニック 24-7377
17 梶 本 胃 腸 科 内 科 24-2413
23 松 永 医 院 42-2110
25 鴨 島 病 院 24-6565

日曜日は当面、麻植協同病院・阿波病院が
かかりつけ患者等の診療を行います。
●麻植協同病院（☎24-2101）
　診療日　　第2・4週の日曜日
　診療時間　９時〜17時30分
●阿波病院（☎36-5151）
　診療日　　第1・3・5週の日曜日
　診療時間　直接問い合わせてください

小児救急医療体制
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◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
12
月
、
１
月
の
休
室
日　

木
曜

日
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
㈰
～

１
月
３
日
㈮
）

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

　

も
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す
ぐ
、
み
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ん
が
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し

み
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る
冬
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み
が
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て

き
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11
月
１
日
～
３
日
の
市
文
化

祭
に
展
示
し
た
非
行
防
止
標
語

の
中
か
ら
、
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

★
や
め
て
く
だ
さ
い　

み
ん
な
の

	

た
め
に　

自
分
の
た
め
に

	

（
森
山
小　

井
上
夢
彩
）

★
か
ん
た
ん
に　

流
れ
て
は
ダ
メ

	

わ
る
い
道

	

（
鴨
島
小　

森
本
和
瑚
）

年
末
年
始
（
12
月
29
日
㈰
～
１
月

３
日
㈮
）

◆
写
真
展
『
庭
先
の
四
季
Ⅵ
～
春

～
』
川
村
泰
史
・
阿
部
和
剛

と
き　

12
月
14
日
㈯
～
22
日
㈰

※
入
場
無
料

◆
開
室
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
12
月
、
１
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
（
12

月
28
日
㈯
～
１
月
３
日
㈮
）

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
よ

み
っ
こ
★
か
～
も
」
に
よ
る
絵
本

の
よ
み
き
か
せ
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

／
鴨
島
公
民
館
２
階
和
室
／
絵
本

の
よ
み
き
か
せ
、
紙
芝
居
、
エ
プ

ロ
ン
シ
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◆
新
刊
情
報

【
一
般
書
】

「
と
も
え
」	

諸
田
玲
子　

著

「
黒
警
」	

月
村
了
衛　

著

「
恋
し
く
て
」	

村
上
春
樹　

著

【
児
童
書
】

「
し
ず
く
ち
ゃ
ん
21
」

	

ぎ
ぼ
り
つ
こ　

著

「
ジ
ャ
ッ
キ
ー
の
し
ん
ゆ
う
」

	

あ
い
は
ら
ひ
ろ
ゆ
き　

著

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
12
月
、
１
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
12
月
24
日
㈫

（
振
替
休
日
）、
月
末
図
書
整
理
日

（
12
月
28
日
㈯
、
１
月
31
日
㈮
）、

年
末
年
始
（
12
月
29
日
㈰
～
１
月

３
日
㈮
）

◆
お
は
な
し
会

１
月
11
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か
ら

（
約
30
分
間
）
／
毎
月
第
２
土
曜

日
開
催

◆
子
ど
も
映
画
会

１
月
４
日
㈯
「
三
人
の
騎
士
」、

１
月
18
日
㈯
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」（
午

後
２
時
か
ら
約
１
時
間
）

◆
山
川
図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

12
月
21
日
㈯
午
後
２
時
か
ら
約
１

時
間

※
午
後
１
時
45
分
か
ら
プ
レ
ゼ
ン

ト
引
換
券
配
布
（
先
着
50
人
）

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
12
月
、
１
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日（
12
月
27
日
㈮
、１
月
31
日
㈮
）、

★
毎
日
の　

家
族
の
会
話

	

大
切
に

	

（
飯
尾
敷
地
小　

新
居
明
果
）

★
あ
い
さ
つ
は　

非
行
防
止
の

	

一
歩
だ
よ

	

（
西
麻
植
小　

高
橋	

鈴
）

★
向
か
い
あ
い　

心
で
つ
な
が
る

	

親
と
子
に

	

（
知
恵
島
小　

小
林
龍
仁
）

★
や
め
な
さ
い　

未
来
の
私
が

	

泣
い
て
い
る

	

（
川
島
小　

中
西
彩
乃
）

★
人
と
人　

心
を
つ
な
ぎ

	

一
つ
に
な
ろ
う

	

（
学
島
小　

三
村
優
花
）

★
非
行
の
芽　

家
族
の
会
話
で

	

摘
み
と
ろ
う

	

（
山
瀬
小　

福
井
捷
人
）

★
メ
ー
ル
よ
り　

会
話
で
伝
え
る

	

感
謝
の
気
持
ち

	

（
川
田
西
小　

村
岡
愛
海
）

★
や
め
よ
う
と　

言
え
る
勇
気
が

	

未
来
を
守
る

	

（
鴨
島
東
中　

槇
納
茜
里
）

★
少
し
だ
け　

歯
車
狂
わ
す

	

そ
の
油
断

	

（
県
立
川
島
中　

新
居
小
春
）

★
話
し
合
う　

家
族
の
姿
勢
に

	

非
行
な
し

	

（
吉
野
川
高　

寺
田
瑞
貴
）

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

 

☎
25-

６
６
２
０

 

℻
25-

６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.tcu.or.jp/

ikuseicenter/

図
書
だ
よ
り

青
少
年
育
成
補
導

山
川
図
書
館　

☎
42-

５
２
２
２

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
24-

５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
43-

２
８
１
１

川
島
図
書
館　

☎
25-

３
１
４
１

　

 

カ
レ
ン
ダ
ー

牛
島
小
学
校　

岡
田	

り
か

「
今
日
は
何
日
？
」　

き
い
て
み
る

「
知
ら
な
い
」　

母
は
答
え
る

カ
レ
ン
ダ
ー
を
み
る
と

今
日
の
日
に
ち
が　

分
か
る
ん
だ

十
二
月
三
十
一
日

今
日
で
今
年
も　

終
わ
り
ま
す

カ
レ
ン
ダ
ー
も　

変
わ
り
ま
す

今
年
一
年
間　

ご
く
ろ
う
さ
ま

「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
第
８
号
」よ
り

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か

と
な
り
、
何
か
と
忙
し
い
日
々
を
過

ご
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
年
末
ま
で
に
、
す
る

べ
き
こ
と
は
早
め
に
済
ま
せ
て
、
ゆ
っ

く
り
と
新
年
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

年
が
明
け
る
と
、
間
も
な
く
「
徳
島

駅
伝
」
が
始
ま
り
ま
す
。
今
月
号
２

～
３
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す

が
、
最
終
選
考
会
で
選
ば
れ
た
精
鋭

た
ち
が
、
一
致
団
結
し
て
新
春
の
阿

波
路
を
駆
け
抜
け
ま
す
。
一
人
一
人
が

持
て
る
力
を
出
し
切
る
た
め
、
沿
道

か
ら
の
温
か
い
ご
声
援
が
選
手
へ
の

後
押
し
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

全
員『
自
己
ベ
ス
ト
』を
め
ざ
し
て
、

が
ん
ば
れ
！
吉
野
川
チ
ー
ム
! !
（
編
）

編
集
後
記

児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
へ

青
少
年
育
成
非
行
防
止
標
語

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

安
全
第
一　

か
ぶ
り
ま
し
ょ
う	
安
田　

咲
月
（
市
立
川
島
中
学
校
３
年
）
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御六日のお膳

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

2013年（
平
成
25年

）12月
号

通
巻
111号

発
行
／
吉
野
川
市
　
編
集
／
総
務
部
企
画
財
政
課

〒
776-8611		徳

島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
115-1

TEL	0883-22-2221　
FAX	0883-22-2244　

U
RL		http://w

w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/
E-m
ail		m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ
12
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